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I.序 言

本報告書は､ 1990年(平成元年) 12月5_日から12月26日迄の22日間にわたって実施したポT)ビア共

和国の全国･高原及び渓谷地帯小泉模潅敢闘発計画及びタイピチャカ港概施設改修･農村開発計画畢

びにブラジル連邦共和国のフローレス藩政開発計画の三計画に係わる事前調査結果をとりまとめたも

のである｡

本調査の調査団貞は東川敏一(団長/藩政排水専門･日本工営)及び梶本照夫(港概排水専門･

日本工営)の二人で編成された｡

一調査団は各国政府関係機関の多大なる協力を待て､現地踏査､資料･情報の収集､計画内容の討議
等の調査業務を円滑に遂行することが出来た｡現地調査の窓口として協力を頂いた政府関係機関は,

ボリビア共和国では農牧省(MACA)
､ブラジル連邦共和国では､ゴイアス州政府･藩政排水局

(GHD)であった｡また,今回の調査にあたっては､日本大使館, JICA事務所及び関係政府機関の方々

より多大な助言と協力‾を頂いた｡調査団は､ここに御協力を頂いた甲係諸機関の方々に深甚の謝意を
表するものである｡

尚､調査団貞の経歴､調査日程,収集資料一覧表､面談者一覧表等を各々添付資料に示した｡
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ll.全国･高原及び渓谷地帯小規模濯激開発計画及び
タイピチャカ濯灘施設改修･農村開発計画
(ボリビア共和国)

1.ボリビア共和国の概要

ポT) tt'ァ共和国は,南米大陸のほほ中央に位置する内陸国でブラジル､パラグアイ,アルゼンチン,

チリ､ペルーの5カ国と国境を接している｡国土は,日本の約3倍にあたる109万8,581km2の面積を

もち､大まかに高床地帯くアルテイプラ-ノ)
､渓谷地帯(バジェス)及び平庶地帯(ジュノス)の

3地域に区分される｡

国土の西側にラパス､オルロ､ポトシ等の州を含む高原地帯が存在する｡この地域は標高5,000m以

上の山脈が連なる東西コルアイラと,その間に広がる標高4,000m前後の高原地帯である｡ただしラパ

ス州の北部は低地地帯の一部を構成している｡次七渓谷地帯は,チエキサカ,コチャパンパ､タリハ

等の州を含む｡この地帯は,高原地帯の東側にある東部の山脆からアマゾンとラナラタ平尻に向かっ

て傾斜する標高約1,500mから3,00Omの地域である｡国土の北部と東側には,バンド､サンタクルス､

ペニ州等を含む平原地帯が存在する｡この地域は,熱帯雨林のアマゾン川とラプラタ川の流域に属す

る低地で主に標高400m前後である｡

概して､国土の北部は､比較的降水量が多く南部は少ない｡したがって北部低地地帯は熱帯雨林や

占められており､南部の低地地帯は､熱帯草罷(ステップ)である｡高庇地帯は樹木の乏しい草原

(ステップ)である｡渓谷地帯は,高山から低地に至る遷移的な高山性の森林で占められている｡

行政区分としては､上記の9つの州(bpartamento)が存在し､各々の州は多くの県(ProvirLCia)に

区分されている｡県はさらに郡(CaJltOn)に分かれている｡

･総人口は年率2.8%で増加しており,表2- 1に示す通り1987年推定値で698万4,500人である｡人

口密度は, 6.36人此mlとなり,近隣のペルー(16.55人P(m2) ,チリ(1_6.22人此m2) ､ブラジル(
1.5.93人此m2)に比べてかなり低いものとなっている｡地域人口では,都市部に51.4%､地方部に

48.6%が居住している.これらの人口は､原住民である､インディオが55%,インディオと白人系の

混血(メソテ‾ィゾ)32%､白人13%の構成であり､実際にはかなりの住み分けが行われている｡高原

地域､特にチチカカ湖周辺には､アイマラ族インディオが居住し､その他の地域のインディオは,ケ

チェア放とされている｡首都のラパスの人口(約120万人)の半分はインディオであり､メスティソ

人口の3/4以上は,ユンガス､コチャパンパ､サンタクルス及びタリハの各州に集中している｡

表2- 1州別人口及び面積(1987年推定値)

州

(盟.kmう (xtono.人)
伐欝

チュキサカ

ラパス

コチャバン′†

オルロ

ボトン

タリハ
サンタクルス
ペニ

バンド
合 計

5l.5

134.0

55.6

53.6
llS.2

37.6

370.7

213.6

63.8
1098.6

493

2,290

1
,059
444

941

294

1,155

263

51

6.985

9.6

17.0

19.0

8.3

8.0

7.8

3.1

1.2

0.8
6.4

出典: DepartaJTlentO de Estadisticas S∝iales, Estadisticas Demograficas
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上表に示されるとおり概して､国土の約40%の面積を占める高原及び渓谷地帯には､全国の釣SO%

(約550万人)の人口が居住していることになる｡

ボリビアの1985年における国内稔生産'(GDP-市場価格)は､ IMF耗計に基づくと27億6,900

万ボリビア-ノ(63億米ドル､ 1米-o.4421ポT)ビア-ノ) ､人口一人当りGDPは431ポ.)ビア-ノ
(970米ドル)である｡ GDPに占める農林水産部門の割合は,表2- 2及び表2-3のとおり1985

年で約20%であり､農林水産部門には労働人口の約5割が就業している｡失業率は1985年時点で約18

%と高く､雇用機会の創設が重要政策課産の一つとなっている｡

表2-2 *'リビアの国内線生産(1985年)

部門

(百万ポリ告ア撃ノ苧市場価格)
*l%デ

農林水産業
鉱 業
製 造 業
建 設 業
サービス業
そ の 他
合 計

551

424

285

-83
842

548

2.769

19.9

15.3
10.3

3.0
30.4

21.1

100.0

出典:■ボリビア中央銀行競計

表2-3 産業別就業人口(1985年)

部 門 就業人口
(千人)

割 合
(%)

農林水産業
鉱 業
製 造 業
建 設 業

エネルギー･水道
運 輸･通 信
商 業･金 融
そ の 他
合 計

816

77

147

42

S

94

140
362

1.686

4S.4

4.6

8.7

2.5

0.5

5.6

8.3
21.5

100.0

出典: m伊, Recent Economic DevelopmaLltS

ボリビア国土の土地利用は表2-4に示す通りである｡

表2-4 ボリビアの土地利用(1989年)

区分/地目 両 横
(千ba) tE(%芦

嘉景
耕 地
湿 地
湖水等

豪雪豊
14

･22r5開発地 15
合 計 109,$58

33,831
56
,468
1
,200
2,420

1
,420

30.80

51.40

1.09

2.20

1.29

13.01

0.20

0.01

100.00

出典:農牧省
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上表の通り現在利用されている農耕地は,国土面積の約1.1%に当り,可耕地面積(8,774千ha)の

約14%が利用されているにすぎない｡さらに藩政面積は､ 10万ha程度であり､耕地面積の約9%と非
常に少ない｡潅洗面横の内約12%の港故システムが､政府･農牧省により建設･管理されている｡残

りの約ii%の龍耽システムは, 2種類の農民組織すなわち農民軌合及び協同組合によるものである｡

農林水産業は､労働人口の約半分が従事する重要産業である｡そのGDP構成比は,他産業の不振

のため除々に上昇してきているとはいえ,大きいものではない｡これは,国民の過半を占める原住民

が自給自足に近い生活を送り､国民経済に効果的に組み入れられていないというボリビアの特殊性に

よるものである｡農民の大部分は原住民であり､生産性の低い高地部で伝統的な小親模労働集約型の

自給自足的農耕を行っている｡このような伝統的農耕を営む庶住インディオは"Campesho (田舎の

意) ”と呼ばれるのに対し,都市部で消費あるいは輸出志向型の市場向け農産物を生産する近代的農

民は"AgrofCCeari0 (農牧の意) ”と呼ばれている｡近代農業はトプランテーション･タイプであり,

地味の豊かな平原地帯で米､さつまいも､綿花等を生産している｡

高原地帯の営農形態は,伝統的な小規模家族労働経営が主体である.農業生産は厳しい究象条件を

反映して少量多種生産であり､限られた期間の年1回の耕作である｡渓谷地帯でも高原地帯と同様に

伝放的な農業が行われているが､土壌が肥沃であり､気象条件もやや恵まれているため年2‾回の耕作

が可能である｡

東部平原地帯の農業形態は北部地域と南部地域で異なるが､概ね大規模商業生産が主体となっている｡

高温湿潤な熱帯林気象下にある北部地域の主要農産物は､ゴム,コーヒー,ナッツ類,米であり､粗

放的放掛こよる肉牛生産も行われている｡しかしながら,道路等のインフラが未婁傍であり､この地

域の発展の障害となっている｡南部地域の農業開発は,サンタクルス市を中心に､ 1950年代の道路お

よび鉄道の建設を契機として始まり､現在ではボリビアの農業生産中心地となっている｡主要農産物

は砂糖きび,綿花,豆類,穀類である｡また､肉牛生産や､サンタクルス市周辺を中心に､養鶏,養

豚も行われており､耕種部門と畜産部門の複合経営が一般的である｡北掛ま年雨量が､ 2,000-

5,000m皿の熱帯雨林気候であるが､南部に行くほど雨が少なくパラグアイに接するチャコ地方(ボリ

ビア･チャコ)では年雨量が600mm以下となりサバンナ気候を呈している｡サンタクルス市周辺でほ､

天水利用で年2回の耕作が行われている｡

ボリビアの主要農産物の耕作面積及び生産高は表2
-

5に示す通りである｡

表2- 5 ボリビアの主要農産物の耕作面積及び生産高(1986年)

作 物
幣hai5% (筆菅苧) (管+/hag)

小
栄
ト

じ

ノヾ

大
さ

細
コ

麦

ウモロコシ

やがいも
ナ ±
且

とうきび
花

-ヒ-

大.麦
コ カ

106
92

294

144

48

53
70

ll

28

95

69

81

137

457

697

396

81
2,870

5

24

78

159

0.8

1.5

1.6

4.8

8.2

1.5

41.0

0.4

0.i

0.8
2.3

出典:農牧省

1983年には､年初に大規模な水害があり, ■また干ばつにも見舞われて,耕作面積,生産高ともに大

巾に減少したが,その後は大麦を除き面積､生産高ともに増加傾向にある.年率2.8%という急速な人
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口増加に対応して主食穀物の小麦､米,トウモロコシ等の生産が伸びている｡又､バナナ､コーヒー,

摘花等の輸出向け商品作物も順調に増産されている.

ボリビアの貿易は鉱産物､石油･ガス､農産物等の一次産品を輸出し､工業製品,生活必需品を輸

入するという基本構造を有している｡輸出構造は､ 1970年頃迄鉱産物が90%を占めていたが､その後

天然ガスの重要性が高まり､ 1982年には,砿産物と炭化水素(石油･天然ガス等)がほぼ互角となり､

1983年以降後者の輸出額が上回るようにならた｡なお天然ガスは,1982年以降単品で輸出の5割近く
を占める最大の品目となっている｡この間､鑑産物の主力品日であった錫は､国際市場価格の低迷と

国内でq)生産性の低下により輸出額･輸出割合ともに大きく減少した｡表2-6に見られる通り輸出

農産物の主なものは,砂糖､コーヒー,大豆,木材であり,それらの総輸出額に占める割合は､木材

を除くと7 %程度と小さ･な比率である｡又その輸出額は1980年時の半分でしかない｡ボリビア政府は､

農畜産物の国内自給体制の確立と輸出振興政策を強化しているが,農畜産物の貿易収支は小麦､細腰

演,乳製品を_中心に依然入超である｡また国内生産基盤及び農業研究･普及体制の整備は,遅れてお

り,国外からの高価な農業投入資機材は,農畜産品の輸出競争力を弱める一因となっている｡

表2-6 ボリビアの主要産品輸出額(1987年､cIF価格)

品 目 輸 出 額 割

(百万米ドル) (%)

A
∩

針且骨
コーヒー

大 豆
木 材
盟_産⊥払
鶴
ア

亜

級
金
そ

ンテ イモニー

鉛

の他鉱産物

雛
石油･石油製品
の 也

El 戸

13B
ll.5

19.2

30.9

2Qu
68.a

22.8

32.8

33.3

37.5

12.0

25B1
248.6

7.5

35i
569.6

70.2

繋
?.0
3.4

5.4

欝
4.0

5.8

5.8

6.6
2.2

4%1.3
1

053
出典:ボリビア中央銀行放計

2.全国･高原及び淫脊地帯小規模濯灘開発計画

2.1計画地区の現況

本計画地区は､高原及び渓谷地帯に属するラパス,オルロ､ポトシ､コチャバンパ州の4州の中に

点在する小規模な既存潅故地区である｡地区総数は20ケ所近くに及び､その藩政絵面積は､約

ll,900haである.

本計画地を含む高原地帯の営農形態はアンデス原住民アイマラ族やケチェア族が実施･継承してき

た伝統的･原始的なものであり,平均2ba以下の小規模家族労働経営が主体である｡又, 1つの圃場

面積は10a以下と小規模で点在している｡土壌は砂礁混りの砂質である｡主要作物は､じゃがいも,

キノア,そら豆､大麦､からす麦,野菜,アルファルファ等であり,これらの作物の多種少量生産が

･5･



行われている｡じやがいもはこの地の原産で,原住民であるインディオによって野生種から栽培種に

改良されたもので奉る｡草地では､羊､ラマ､アル′〈カ､牛等の放牧が行われている｡

気象条件は必ずしも農業に通しておらず,年平均気温は10 ℃前後と年中冷涼であり､夏と冬の気温

較差は小さい｡年間雨量は､ラパス北部のチチカカ湖周辺では70仇Ⅵm-$00mm程度であるが､南へ行

く程雨が少なく,オルロ州,ポトシ州等の南部高原地帯では100mm程度しかなく,広大なウユニ塩地

が形成されている｡このように高原及び渓谷地帯における農業の低生産性の一因は,水不足である｡

アメリカのユタ大学が行った調査でも降雨は,充分な収量をあげるための半分にすぎないと藩論し,
生産性改善のためたは潅耽を最優先事項の1つとすべきであると勧告している｡農業生産が多種少量

生産を主体としているのは,､この種な厳しい気象条件を反映した農産物生産における危険分散を白的

とするところが大きい｡

一般的に耕作期間は短く,年1回の耕作であるが､チチカカ湖周辺では年2回の耕作ができるとこ

ろもある｡上記主要作物の作付期間は次の通りである｡

じゃがいも 10月1日頃-11月15日頃

大 麦 10月1日頃-1月1日頃

キ ノ ア 8月20日頃-10月30日頃

農民は動物(2頭立の雄牛)牽引によるエジプト型の撃で土地を耕し,輪作をおこなっている｡輪

作は､じゃがいも-キノア一大麦一休閑の順に行われている‾｡休閑は2年から5年に及ぶこともある｡

施肥には羊の糞等の自然肥料を使用し､殺虫剤や種子等に関しても伝統技術をもち原始的な栽培生産

を行なっている｡高原地帯の農民は,大部分の農産物を自給自足用とし､ 3剖程度の生産物を商品と

して市場に出している｡一般に人工液政は行われておらず11月から1月迄の雨を利用した乾地農業で

ある｡計画地区のように藩政施設がみられてもそれらは稚拙で不完全なものである｡港叔作物しては

収益性の弱冠高いじゃがいも,キノア,大麦である｡

渓谷地帯に属する計画地区の営農平均規模は,■ 5ba-10haとやや大きく,耕地の土壌も比較的肥沃で

ある｡この地帯の主要作物は､‾ココア,果樹､コーヒー,じゃがいも､豆類､野菜､とうもろこし及

びその他の穀類である｡一部地域では酪農も行われいる｡

p年間雨量は､ 750mm-1,250mm程度であり､年平均気温は25℃で亜熱帯か‾ら温帯気候の様相を呈し

ていることから,年2回の耕作が可能である｡この地帯の農民はケチュア放であり､高原地帯同様に

伝統的な農業を行なっているム しかしその中では､アンデス山脈の雪解けによる豊富な水をもつ河川

に堰を建設し､補助的人工滝叔を行ない,又化学肥料を使用する等,機械化や近代農業への変化が現

れ始めている｡渡就作物としては､じゃがいも,とうもろこし､小麦､大麦等､多種多様である｡

各計画地区の位置,水源,潅政商積､現況作付作物,農家戸数等は計画位置図及び表2 -

7 (次貫)

に示す通りである｡

2.2 開発構想

･ボリビアの農林水産業は､国内絵生産に占める割合が20%であり,サービス業についで大きな比重
を占めている.‾ボリビアの人口は､年平均率2.8%という高率で増加し,就業人口の内,約5割が農林

水産業に従事している｡計画地区を包含する高原及び渓谷地帯には､国土の40%の面積をもちながら､

鎗人口の約80%が集中して居住している｡

ボリビア政府･農牧省は､ 1979年から1981年にかけて, IDBの資金により高原地帯の農業ポテンシ

ャル調査を実施し､開発可能地区を選定したが､その後の経済の低迷によりいずれの計画も実施され



表2 - 7 ボリビア国､全国･高原及び渓谷地帯小規模濯耽開発計画地区概要

番号 プロジェタト名 川 県 水源 荘液面錬 弟況作付作物 荘就戸数 地役内容

ヽJ

地域番号

(計画位dt国事即

1) L&Paz/1､親株港叔プロジュタトO L&P氾

2) LAPwl､泉模液叔プロジェクトOI) hPa1

3) Cbuo/1､親模漣赦プt)ジュタト omro

4) Potosi/ト親模注就プロジェタト(I) Po10Si

5) PolOSi/),親模荘就ブロジュタト(” po10Si

6) PolOSi小泉模荘就プロジュタト(ⅠID Potosi

7) Mjzque/1､親模荘漉プロジェクト(～ Cocbbamba

8) MjzqLle/1､鼠模落款プロジェクト(IJ) C耽habamb

9) Mizque/1､免償液漉プロジェタト(ⅠりCkNhabamba

10) P&iruaLmi/l､親模荘就プロジュタト G肋血&

AJCm&

hgvi

Log AJdes

VihJTOeI

ArcmA

Ckrcado
･

Cq叩8iLS

S&j&rru

Atdlt)&uPa

A▼8rOA

Lito【&1

Danie) Campos

qJ ij3aTO

Come)io

SJL&VCdra

Mizque

Mjzque

MizqL)e

Qtlillacollo

河)tl (多数)

河川(多数)

河川(多数)

河川及び泉

湖水

河川及び泉

Uyt)chm川

hmp&ci llos川

Ttljrna川

湖水

460ha じゃがいも

キノア

大麦･からす麦

牧草

I,3(氾h&. じゃがいも･キノ7

大麦･からす麦

4.(X糊18 じゃがいも

キノア

大麦･からす麦

牧草

510b

400ha

2,970h&

730ha

じゃがいも･野菜･大麦
キノア･アルファルファ

じゃがいも･野菜･大麦
キノア･アルファルファ

じゃがいも･野菜

キノア･そら豆

じゃがいも･小麦･大麦

とうもろこし･そら豆･果物

6$Ob じゃがいも･小麦･大麦

とうもろこし･そら豆･果物

530ha じゃがいも･小麦･大麦

とうもろこし･そら豆･果物

300h& じゃがいも･小麦･大麦

とうもろこし･そら豆･果物

445戸 分水工及び水路の改修･建設 l)

1
,067戸

3,40OF)-

1,215戸

800戸

I
,976P

埴及び水路(97,5kJn)の

改修･建設

分水及び水路の改修･建設

小牧及び水路(23.Ok山)の
改修･建設

ダムの改修

小埴及び水路(7.Okm)の
改修･卓設

312戸 取水工,分水工及び水路の

改修･建故

2事4戸 取水工､分水工及び淡路の
改修･連投

179戸 皐防及折水路の改修･連投

300戸 取水エ,分水工卑び水路の
改修･建設

I)

2)

3)

4)

5)

6)

6)



ていない｡ 1989年8月新政府が発足し,その下で､農牧省は上記の情況を踏まえ,

(1

(2

(3

(4

(5

人口増加に対応するための食程増産

自給自足的農業を余儀なくされている農民の生活水準の向上

近年増大している農村人口の番市混入を抑制し､農民の農村への定着

雇用機会の拡大

輸出の増加

等を目的として､特に開発が遅れ,原住民(アイマラ及びケチェア族)により生産性の低い農業が行

われている高庇及び渓谷地帯の農業開発を重点施策の一つに打ち出している｡農業開発の中でも､高

原及び渓谷地帯に点在する小規模既存藩政地区の改修計画に高い優先順位を与えている｡農牧省が高

原及び渓谷地帯の小親模な既存藩政改修計画を最優先にしている理由は以下の通りである｡

(1)高原及び渓谷地帯は,降水量が少なく水資源に乏しい上､水路の漏水も著しいため,港概･

排水施設の改修･改善は必顔である｡

(2)土塊も耕作に通しているとは考えられず､土地資源にも限りがある｡

(3)高度及び渓谷地帯の農業開発は,その実施が中断しており､東部平原に比べてかなり選れて

いるため､農業開発の不均衡是正の必要がある｡

(4)農牧省は､高庇及び渓谷地帯の地形的条件を考慮して､大規模な開発には関心を示していな

い｡又､事業費が多大にかかる新弟開発案件は,財政的に困難であると判断し､水資源が確

保され､比較的コストのかからない小規模な既存藩政地区の改修計画をまず実施したい意向

である｡

計画地区は,高原及び渓谷地帯に点在する小規模既存藩政地区である｡その地区数は､ 20ケ所近く

に及び准政市積は100haから1,000haの規模で,捻面静ま11,900ha程度である｡事前調査を通じて収集し

た資料･情報から検討すると開発計画は概略以下の様な事項が考えられる｡

a.

b.

C

d.

ら.

潅政･.排水施設(取水施設,用排水路､付帯構造物)の整理,改修､統合

農用地の開発

.近代農法の導入(作付体系､作付率,品種改良､施肥,機械化)
農村基盤施設の整備(農道､貯蔵施設,飲料水供給施設,電力債給施設)

環境保全(化学肥料､殺虫剤等近代農法導入に伴う汚染防止､土塊侵食･流亡等の士族

保全)

上記の様に港改組彼の開発が小規模七なるため､事業費及び運転維持費は朝高になるであろうが､

効率的な永利用により生産性も気象に左右されず,安定すると期待される｡又､作付革も増大すると

思われるが､水源費が高いので出来る限り節水型で高収益の作物を導入した作付体系を実現すべきで

あろう｡

2.3 協力への展望

本開発計画の実施に当たっては,計画地区がラパス､オルロ､ポトシ､コチャバンパ州の4州にと

広範囲にわたって点在している小規模藩政地区であることから､まずマスタープラン調査により,各
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分野における各地区のインベントリー,現況調査,問題点､環境保全,､開発の必要性等を調査し､開

発ポテンシャルを把返する必畢がある｡さらに,開発ポテンシャルを開発する手法･親模を選定する

とともに,地区の分離･統合により,捻合的な港政開琴計画(マスタープラン)を策定し,その技術
的･経済的な見地から各計画地区の優先順位を確認する｡一引き続いて､優先順位の高い計画地区につ

いてフィージビリティー調査を実施する｡これらの一連の開発調査は､ボリビア政府が熱望している

ものである｡本件が日本政府の技術協力の一環として採択されることが期待されている｡

3.タイビチャカ潅激施設改修･農村開発計画

3.1計画地区の現況

本調査対象地区は､首都ラパスから北西約40kmの高原地帯に位置し,･行政的には､ラパス州ロスア

ンデス県に属する｡地区東部には, 5.000m級のコルデイラを有し､その驚から始まる港故地区は､標

高約4200mから3,900mであり,西部のチチカカ湖へ媛やかに傾斜している｡地区内には､北西から

南東にラパスヘ通ずる国道が走り､潅故地区を2分している.

調査対象地区は､高原地帯に属している.表2-8に示す通り藩政地区に最も近いペナス気象観測

所のデータによると､年平均気温は､ 7.7℃ (1953年-1962年)と年中冷涼であり､年較差も非常に小

さい｡年平均降雨量は､約540mm (1951年-1971年)でステップ気候の様相を呈している｡概して

雨期(11月-3月)と乾期(4月-Io月)に分けることができる｡年降雨の内, 80%近くが雨期に集中
して降る｡

表2 -8 計画地区の気温と降雨量(ベナス気象観測所)

_____+邑塾__過最大 平均･ 最小
降雨量(mm)

1月
2月
3月
4月
5月
6j]
7月
8月
9月
10月
11月
12月
平均/合計

12.2

12.2

12.6

13.2
12.2

12.2

12.0

12.3

13.0

13.8

13.6

13.4

12.7

7.8

8.0

8.3

8.2

7.2

6.4

6.5

6.6
7.4

8.1

8.7
8.9

7.7

1,0

0.7

-0.8
･2.0

-4.3

-6.9
-7.9

-7.0

-3.7

-1.9
0.7

1.4

･2.6

119.4

89.7

70.5

29.5

22.9

3.6

4.3

5.5

16.6

40.6

48.7

92.9

544.2

本計画地区の水源となる主､な河川は､クルチャチ(KhulluChachi)川,ジャンチャラニ(Jandlal1ani)

川,コンドリリ(Condoriri)川等である｡これらの河)Jlは,その源を東部の5,000m放のコルアイラに

発している｡そのため夏期には､コルデイラの雪が解けて､川の流量を増している｡

クリチャチ川は,潅故地区北部を北東から南西に向かって流下し､国道を渡って西へ方向を変え､

草地(湿地)帯を通って,チチカが削こ注いでいる｡クリチャチ川は主に地区北部へ用水号供給し､

ジャンチャラニJltとコンドリリ川は潅故地区に入る所で合流し､地区南部の用水源となっている｡

クリチャチ川上流､コルデイラの麓には､ 3つの湖(上流より,アルカコタ湖､ソラコタ湖及びタ
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イビチャカ湖)があり,貯水池の役割考果している｡当該河川の流量観測は､タイビチャカ潮の出口
直下流で行われていた｡この地点には,現在農民の手により､小ダムが建設されている｡観測地点に

おける絶域面積は約75km2であり､ 1945年から1962年迄の17年間の平均最小日流量は､約o.3m'/ sで､
年平均日洗量は釣l.4mソsである｡

本計画地区の農家戸数は､釣1,800戸で,農民は主にアイマラ族であり､蒙古系に属する人種とされ

ている○アイマラ族は紀元前2,000年頃からチチカカ湖周辺に定着し,紀元前1,000年頃には,ティワ

ナコOTiahtm)遺跡に見られるような巨大石造建造物と美麗な織物,周静､金属細工に代表される

プレ･インカ文明(アンデス最古の旧石器文明)を築き上げていた｡このティワナコ文明はかなり長
期にわたって続いたが､紀元900年頃,何らかの天災のため突然衰亡したものと考えられている｡ ll

世紀噴からクスコ(現在ペルー)を中心として勢力を拡大してき[=Jヶチュア語を用いるインカ族が求

リビアに侵入し, 15政敵こ入りボリビアはインカ帝国の一部となった｡インカによる征服後もアイマ

ラ族は､伝統的生活様式と言語を守り､局部的反乱で抵抗した｡インカによって強制されたのは宗教

だけであった｡

ボリビア改新ま､ 1953年8月発令した農地改革法により徐々に土地を分割し高原地帯の農民にも与
えてきた｡しかし農民に与えられた土地は極めて小さく,それだけでは生活するのは困難であったこ

とから､高原地帯の農民を農業開一発ポテンシャルの大きい東部平原地帯へ移住させる国内植民政策を

推進した｡しかしボリビア政府主導の植民事業は今のところ失敗に終っている｡この原因の一つは,

人口増加が進んでいるにもかかわらず高原地帯に集中した人口の大部分が,気候及び標高差による身

体的生理的障害のために東部平原地帯ヘの移住を望まないためである｡

本計画地区の農業は､今なお伝放的･原始的な営農形態を有し､平均2 ba以下の小農模革族経営に
より行われている｡又, 1ケ所の圃場面積も10a以下と小規模でまとまりもなく点在している｡その

ため､計画地区の現在の潅叔対象面積(租藩政面積) iよ､約13,000haであるが,耗潅政面積は約

3,200haである｡土壌は砂礁混りの砂質である｡耕地には,至る所に大きな玉石が露哀しており､耕地

を造成する際には､土の様な(直径30cm以上の)大きな石を取り除き､耕地の周囲に積み上げている｡

主要作物は,じゃがいも､そら豆,-麦類､その他の穀類であり,年1回雨期甲耕作である｡一部で

は､土塀を築き上部をビニールで覆い,‾温室を作うてその中でトマト等を栽培しているものもある｡

主要作物の作付期間は､現地での聴き取り七よると､以下の通りであった｡

じゃがいも 10月-4月

そら豆 7月-4月

麦類 9月-4月

栽培方法も牛等の牽引により耕し,､自然児科(羊の糞等)を使用する等,伝洗的なものである｡ほ

とんどの農産物は自給自足用として栽替し､ほんの一部を地方の市場やラパス市へ向けて出荷してい

るにすぎない｡地区内農民は､乾期の休閑期にはユンガスやラパスへ出稼ぎに出ている｡

施政施設としては,農民がタイピチャカ湖の出口に建設した小ダム(高さ約8m､延長約60m､趨沈

部延長10m,余水吐幅約2m)がある｡タイビチャカ湖とソラコタ湖は隣接し､標高もそれ程差(約2

-3m)がない｡よって小ダムの建設により､ 2つの湖は約2,000万トンの貯留能力を持つと期待され,

乾期における用水源となるはずであった｡しかしながら､小ダムの建設が､農民の手による-もので非

常に稚拙であったため､貯水による水圧で小ダムが崩壊することを恐れ､余水吐は開放したままであ

り､未だ設計通り貯留したことがなく､小ダムは無用の長物と化している｡

幹線用水路としては･､クルチャチ川等､河川自体を利用している｡農民は支線及び三次用水路を建

設し､各ヶ所で自然石により幹線あるいは支線用水路をせきとめて施政地区ヘ用水を導いている｡用

水路は土水路であり,又用水路網は不規則である｡土質が砂質であるため漏水が激しく,幹痕用水路
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(河川自体)もその下流地域では,用水が消え失せてしまうと言われており､その用水不足は､深刻

である｡

地区内には､水利用に関する委員会を軌織して水管理を行っている様であるが,施設が不完全であ

ることも起因して､用水配分は不平等であり､農民の間には不平が起こっている｡又､本計画地区北

部には,ドイツの援助により､藩政プロジェクトが1988年に完成している｡このプロジェクトも同様

に水振となる河川上洗の湖の出口をダムによりせきとめ,乾期の用水濠としている｡このプロジェク

ト地区と本計画地区の間には､水掛りの区分が明確になっていないため､用水配分上の問題がおきて

いる｡

地区内の道路は未整備であり+舗装道路は地区内を2分して南北に走る国道のみであり､道路密度

も希薄である｡配電線は国道沿いに走っているだけで,地区内への農家にはほとんど配線されていな

い｡又､水道施設もなく,地区内農民は河川あるいは水路の用水を生活用水として利用している｡

3.2 開発構想

ラバ太市近郊の北部高原地帯を対象にしている本計画は,前節で既述しているように農牧省が打ち

出している重点施策の一つである高原地帯の農業開発の中で最も優先度の高い計画で卒る｡その目的
は､ (1)人口増加に対応する食糧増産､ (2)農民の生活水準向上､ (3)農村人口減少の抑制及び

農民の農村への定着(4)雇用機会の拡大(5)輸出の増加等である｡

本計画地区は､水資源威存量となりうる年降雨量が少なく, 11月から3月の雨期にその80%が集中

し,雨期作に利用された以外の残量及び乾期の雨量は､耕作に利用されることなく,河川水となって

流去してしまう｡現在小ダムが建設されている地点は,河川帽も狭く､効率的に湖に貯水するために

好適なダム建設地点といえる｡地区内の藩政施設としては､適切な取水施設もなく,用水配分のため

の分水施設もほとんどない状況である｡地区内の土質は砂質であるため､幹線用水路として利用され

ている河川及び農民により建設された貧弱な用水路ほ漏水が激しく用水不足の一因となっている｡又､

栽培方法も伝統的･原始的な手法に頼っているため農産物の生産性は極めて低い｡地区内のインフラ

ストラクチャーもほとんど峯備考れていない｡
本計画地区は､農牧省が高い優先順位を与えている既存藩政地区改修計画であり､薪親開発よりも

水源が比較的安定しており､事業費も比較的安価な既存港故地区の開発を優先するという農牧省の農

業開発基本方針に沿った開発地区であると言える｡上述の状況から本計画地区の安当な開発構想は以

下の通りである｡

a.既存小ダムの取り壊し及び小ダムの新規建設

b.潅概排水施設の改修･建設(取水施設､用排水路,分水工等の付帯構造物)

c.農用地の整備･開発

d.近代農業の導入(作付体系,作付率,品種改良､施肥,機械化)

e.農村基盤施設整備(貯蔵施設､農道､飲料水僕給施設､電力供給施設)
f.環境保全(ダム建設に伴う自然環境査定,チチカカ湖への排水流入による湖水汚染防止､

近代農業(肥料､殺虫剤)導入による汚染防止)

本計画地区は､どの高原地帯にもみられるように土壌も肥沃とは言えず､気候的にもきびしい条件

下に置かれているため､開発計画としてはかなり困妊な面があると予想される｡しかし､当該地区に

は､水資源を有効に利用できる湖(貯水量2,000万トン以上)及び小ダム建設適地が湖の出口にあるこ

と,又､農民が数百年にわたり潅政農業を行って水利用に慣れていること等を考慮すると開発可能性
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は大きいものがある｡本計画から得られる最大の効果は､農業生産性の増大ひいては､農家収入の増

大であり､その他の社会的効果である｡この中でも最も重要な効果は､本計画がラパス市近郊に位置

しており,高原地帯の農業開発のモデルとして低い生産性に苦しむ他地域の農民への展示効果をもつ

ことである｡このことは､国全体に多大なインセンティアを与えるとともに高原及び渓谷地帯におけ

る農業開発を促進するものと期待できる｡

3.3 協力への展望

本開発計画は地区内農民で,組織する農民組合が農牧省にその開発の実埠を要帯しているものであ

る｡過去に農民組合は､ FAOの協力を得て地区の水文､農業経済等の調査をしている｡又､湖の出口

に農民が独力で小ダムを建設する等,地区農民の本開発計画の実現へ向けての熱意は非常に高い｡し

かしながら､本地区北部に隣接し､ドイツの援助により完成した藩政地区との間で,水掛り区分が明

瞭になっておらず､用水配分が社会的問題とな‾っているため､農牧省はその実施を差控えている｡農

牧省はこの問題解決に向けて銘意努力中である｡

本開発計画の実施は､用水配分問題の解決を待たなければならないが､協力実施方法としては,ま

ずフィージビリティ調査を実施し,計画の技術的､経済的安定性と開発の必要性を検証し,高度地帯

における農業開発のモデルとしての開発計画を樹立する｡その後､関連施設の詳印設計､建設等の技
術･経済(無償)協力が可能であると思われる｡
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フローレス濯き既開発計画

(ブラジル連邦共和国)

1.ブラジル連邦共和国の概要

ブラジルは､南米大陸の東部に位置し,チリとエクアドルを除く､すべての南米諸国と国境を接し

ている｡国土絵画積は､ S.511965km2 (8億5千万ha)でE[本の約23倍､南米大陸の約半分を占めてい

る｡北は北緯5度16分から赤道･南回帰線をこえて南緯33度45分に至り(南北4,320km)
,東西もペル

ー国境の西経73度59分から大西洋に接する東端の西経34度49分まで(東西4,32Skm)南北とほほ同じ
広がりをもっている｡この広大な国土は地形的には､ 1)中央から張り申したブラジル高地, 2)北部の

ギアナ高地､ 3)上記二つの高地に挟まれて東西に広がるアマゾン平原,4)西南部のバンタナール平原､

5)太平洋岸に長く帯状に伸びる海岸平地の5つの地域に大別出来る(図3- 1参照) ｡地形的区分に
よる各地域の概観は以下に示す通りである｡

1)ブラジル高庇- ･国土全体の釣2β占めており､以下の3つの地域に細分できる｡

a) 大西洋高地:ブラジル高地の東の部分に相当し､比較的高い山汲､うねった高原および台

地からなる｡

b) 南部高地:パラナ･ウルグアイ両河川の流域にあって､標高600m前後のなだらかな平原o

c)中央高地:国土の中部に位置する最大の高原で､面積は約250万km2､標高300JTl-1,500m
の間に位置する｡

2)ギアナ高地- ･北部アマゾン高地とギアナ･ベネズエラの国境に接する山脈地帯からなり､
後者にはブラジル最高峰ネプリ-ナ山(標高3.loom)を擁する｡

-
3)アマゾン平原･ ･‾

･世界第2の河川アマゾン川(流路6,2$Okm)洗域平原の約半分を占める

160万km2の広がりをもち,標高は300m以下である｡

4)バンタナール平原･･ -パラナ川流域の一部を構成しており､中央が低く周囲が高い盆地状
と成っているため雨季には1†ラナ川の水位上昇により一面が湿地帯となるが,乾季には草原
となる｡

5)海岸平地- ･大西洋岸に沿って南北に細長く伸びる平坦地で､南部はアルゼンチンのパン
パ平原につらなるウルグアイ国境に接する｡また北部には､大西洋高地に源を発し北上･西

走して大西洋に耽れるサンフランシスコ川(流路3,161km)が卒る｡

ブラジルの気候は､国土の大部分が赤道と南回帰線の問に位置し,季節相も全般的に熱帯特有の雨

季(夏季)と･乾季(冬季)に分かれていることから､その大宗は熱帯性気候といえるが､緯度,地形

等により多様であり､これを大別すれば､ 1)熱帯､ 2)亜熱帯+ 3)温帯の3つに分けることができる｡

各気候帯を概観すると下記のとおりである(図3-2及び図3-3参照)

1)熱帯気候- ･‾赤道を中心に南緯10度に至るアマゾン地方全域並びに北部地域が該当する｡

年間平均気温は25℃-27℃で年間を通じて大きな変動はない｡降雨量は年間2,000rnmを越え

る地域が多く,特にアマゾン地域ではマタと呼ばれる熱帯密林地帯を形成している｡

2)亜熱帯気候- ･南緯10度から南回帰線に至る地域で､ブラジル高地の大部分が該当する｡
季節は雨季､乾季が画然と分かれており,気温は20-25℃､年間降雨量は1,(X氾mm-

2,000mmである｡但し､束北内陸およびサン･フランシスコ川中菰地域では､年間降雨量が

-13-
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図3-3 年降雨量の分布
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500m血と極めて少なく大陸性乾燥地帯をなしており､さらに中央高地ではブラジルのサバン

‾ナといわれるかん木疎林であるセラード地帯(国土の24%に相当する204万km2)をなしてい
る｡

3)温帯気候- ･亜熱帯気候地帯以南の地域が該当しており,年間平均気温は17℃-19℃とブ
ラジル中で最も低いが気温の年変動が大きい｡このため夏季には気温が25℃以上になること

･がある半面,冬季にはしばしば降雪をみる｡年間降雨量は1,00Omm以下から2,00Omm以上と
地域差があるが,捻じて年間を通じた降雨がある｡

ブラジルは､全国26Q)州から成り､地理的および経済的条件に基づいた地域区分では､ 1)北部､ 2)

北東部､ 3)南東部､ 4)中西部およぴ5)南部の5つの地域に大別される｡ (図3-4参照)
｡各地域

の概要は下記の通りである｡

1)北部･ ･

･地形区分のギアナ高地､アマゾン平原両地域に該当する｡行政単位で拝アマゾナ
ス,バラ､ロンドニア､アクレの4州とアマバ､ロライマの2準州を含む｡国土絵面積の42%

を占めるが､人口は全体の5%にすぎない｡主な産業としては豊富な森林資藷を活用した林

業､およびベレーン(バラ州都)郊外を中心とする日本人移住者による商品作物(ジュート,

こしょう,マモーナ,オイルパーム等)生産がある｡近年､人口増加が著しいが､′依然経済

活動水準の低い人口過疎地域と位置づけられる｡

2)北東部- ･マラニヨン､ピアウイ､セアラ, 1)オ･グランデ･ド･ノルテ､バライバ､ベ

ルナンブコ,アラゴアス､セルジッペ,バイアの9州を含み,中央高地の西側から大西洋沿

岸部に至る地域が該当する｡植民地時代から輸出農業経済の中心地として発展してきており､

現在でもブラジルの伝統的輸出農産物(牧畜,ココア､綿花､砂糖,マモナ､サイザル麻､

抽やし､キッサバ等)の生産が主要な産業となっている｡内陸部の乾燥地帯(セルトン)は

しばしば干ばつにみまわれブラジルにおける低開発地帯の一つとなっている｡古くから開発

が進んだ地域であるため､国土総面積の約18%にあたる土地に総人口の約29%が住む､比較

的人口過密地帯と特徴づけられる｡

‾ 3)南東部･
--大西洋高地から声部海岸平地にわたる地域に該当する｡ミナス･ジュライス､

エスビリトサント,リオ･デ･ジャ車イロ､サン･パウロという今日ブラジル経済の中枢
機能を果している4つの州を含んでおり､国土総面積の約11%にすぎない地域に人口の約44

%が集中している重要地域となっている｡ブラジル全体のエ業純生産額の半分以上を占める

と同時に､農業生産でもコーヒー､砂糖､オレンジ,トウモロコシ､綿花､酪農､野菜等多

岐にわたってブラジルの主産地を形成している｡

4)中西部･ ･

･中央高地内陸部に該当する｡マット･グロツソ,マット･グロツソ･ド･スル,
トカンチンス､ゴイアスの4州と連邦政府の所在地であるブラジリアを含む連邦区からなる｡

国土の22%を占めるが､人口は全体の7%にすぎない｡しかし､新首都ブラジリアの建設(

1960年リオ･デ･ジャネイロより遷都､ 1985年推定人口158万人)や,近年のセラード農業
開発等により同地域への人口流入が進展し､ブラジルのフロンティアとして期待される地域

となっ_ている｡主な産業は､米､トウモロコシ､大豆,インゲンマメ,綿等である｡

5) 南部- ･南部高地の温帯気候地帯に該当する｡パラナ､サンタ･カタリーナ,リオ･グラ

ンデ･ド･スルの3州を含み､国土の7%を占め,人口は全体の15%が居住している｡主要

産業としては､牧畜のほかコーヒー,大豆,米､トウモロコシ､小麦,インゲンマメ等で軽

暖な気候を利用した農業が中心となっている｡
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ブラジルの幾人口は1985年においてl億3,560万人と推定され, 1970年から85年の間の人口増加寧は

年平均2.25%であったo人口密度は1平方kmあたり約16人に過ぎないが､特定地域および都市部への

人口集中が激しい｡地域ではサンパウロ,リオデジャネイロ等ブラジル国内で最も産業の発達した地

域を抱える南東部が,絵人口の半分近くを吸収している｡また工業化の故にのって都市部への人口集

中も年々進んでおり､ 1960年に46%であった都市人口の比率は､ 1970年には59%､さらに1986年には

76%と年平均4.5%の増加率を示している｡

経済碍動人口の産業別分布は,表3-･1に示すとおりである｡農業部門の人口は､1950年の60%か

ら､ 1970年代には50%を割り､ 1985年には29%に低下したものの,依然として経済活動人口に占める

比重は大きい｡

表3-1産業別経済活動人口

部門 -一読壷賢告竿 人口

農業 (百f,16)
,(.?;)
(首f512)

製造業 7.3 17.1

建設業 3.0 7.0

サービス業 4.2 9.8

運輸･通倍業 - 1.6 3.7

7.8

3.9
5.8

1.9

その他 13.0 30.5 18.6

合 計 42.7 100 53.2

(%)
28.6

14+7

7.3

10.9

3.6
35.0

1(X)

出典: uN, Yearbook of Labour Statistics, 1987

ブラジルの経済は1970年代大型プロジェクトを中心とした開発､高度成長の後､ 80年代に入り,一

貫して低迷の状態にある｡現政権は1985年軍政から民攻撃管が行われた結果成立したものであるが､

選ばれた大統領は就任前に病死､して副大統領のサルネイが昇格したため,立法府である議会に確たる

支持がなく､人気取り政策に走り､整合性のない経済政策､措置がとられた｡それでもインフレとの

戦いを主眼とし､何度か直接的な物価･賃金抑制を試みたが,凍結解除するたびに以前を上まわるイ

ンフレ率を記録した.国内総生産は1980年代前半のマイナス成長から1984年やっと1980年水準に戻り

以後1987年迄は年6%前後の成長をみた.しかし,年間インフレ率は､年率200%前後毎月物価が変

わるという有様であり､ 1988年末には年間400%以上の物価上昇となった｡もはや単純な景気浮揚政

策､貨幣･金融政策では､インフ_レ抑制は不可能である. 1989年12月に大統領選が実施され1990年3
月には新政権が発足するが､インフレの構造的な問題の解決が問われることになる｡

国内総生産(GDP)の産業別構成は､表3-2に示すとおりであり,人口一人当りの国民総生産は

us$2,525 (IDB, 1986年)である.これによると､農業部門は10%であるのに対し､製造部門は28%

と1/4以上を占めている｡ 1960年代前半までは農業部門が約1/4を占めていたのであるが､ 1960年代後

半から1970年代初卿こかけてのブラジル経済の高度成長の過程で,その比率は大きく低下し､逆に製
造業,建設業の比率が大きく増大した｡しかし,現在でも経済活動人口の1β程度は農業部門において

雇用されており､しかも近年の農産物輸出の増加及び工業部門を上回る近年の成長率を考えると,こ

の部門のブラジル経済に占める重要性は依然高いといえる｡
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表3- 2 産業別GDP構成比(19$5年)

部門

(百票雫ル)
比率
(%)

農業
鉱業≡
製造業
電気･水道
建設業
商業
運輸･通信
行政
その他
合 計

25,147

2,680

68
,8939,667

13,645

40,757

19,124

17,323
51,901

249,137

10.1

1.0
27.7

3.9

5.5

16.4

7.7

6.9
20.8

100.0

出典: Inter-American加veloprnent Bank (米州開発銀行)

農民一人当りの所得をみると,北部,北東部で年間約700ドル,中西部約1,300ドル､南部約2,000ド

ル､南東部で約2,600ドルであるo所得に代表されるようにその他の面でも農民の生活水準の低さは否

定できない｡又ブラジルでは､労働関係法で最低賃金が決められており､その額は,インフレととも

に調整されるが,ほほ60ドル/月であるo最低賃金以下の俸給者は1,600万人にものばり,そのほとん

どが､農業労働者である.一方都市住民の多くは､最低賃金の2-5倍の層に位置づけられている｡

ブラジルの累積債務は､ 1988年9月で1,149億ドルに達しており､その中約63%にあたる720億ドルが

外国の銀行等民間借入れとなっている｡ 1982年以降,金利支払いにも事欠き､毎年､国際金融界と利

払いやつなぎ融資に閲し交渉するといった不安定な状況がつづいている｡

表3-3 ブラジルの国際収支

1986年 1987年 1988年

貿易収支
輸出
輸入
貿易外収支
(内,

苧干徽
国際収支バ

支払金利)

夏着苦笑㌍増)
ランス

(百万ドル) (百万ドル) (百万ドル)
S,349 1 1,173 19,000

22,393 26,225 33
,800

14
,044

15,052 14,800

-12,463 -12,055 -14,510
(19
,093
) (A8

,792)
(19,900)

939
-1 ,706

3567

(108) (531) (2,330)
(8,817) (9,191) (11,387)

･3,629 -2,987 8,137

出典:中央銀行季報

国際収支の動向をみると,表3- 3の.tおりで､貿易収支は毎年100億ドル前後黒字となるが,質

易外収支,なかんづく支払金利が100億ドル近くあり､結果として､その他貿易外収支の赤字分が手

当できない構造である｡ 1988年に入って､ブラジルは債務の投資転換をはかり､直接投資の流入がか
なり増えてはきたものの, ■絶対額ではそれほど大きくはなく､長期借入資金の増加をみないと国際収

支のバランスははかれない｡わが国の円資金還流計画をはじめ,国際的に累積債務問題の解決策が模

索されているが､この国際収支構造をみるかぎり､これ以上の貿易収支黒字の実現性に乏しい以上,

支払い金利の引下げがないと長期借入れ金を増やすしか手がないことになる｡
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19糾年におけるブラジルの国土利用状況は,表3-4に示すとおりである｡これによれば,農耕地

として利用されている面積は7,525万haで国土総面積の8.8%､可耕地両横の13.7%に過ぎない｡しかも

この耕地の大半は､サン･パウロを中心とする南東部と南部､レシープアを中心とする東北部に分布

している○中西部では､農場面積が大きい割には,その耕作牢は小さい(表3-5参照)

りの平均経営面積は7.6haである｡

表3-4 国土利用状況(1984年)

区分/地目 面積 比率

国土捻面積
土地面積
可耕地面積
農耕地
(潅耽面積)

一耕地

(＋ha)
851.197

845,65 1
550,000

75,250

(2
,200)63.500

垂監竿 増

(%)
100.0

99.3
64.6 *

8.8

(0.3)
7.5

l.3
19.4

66.4

4.7

出典: FÅo, --Prodt)clion Year Book一一

往: * ; INCRA (連邦農務省内土地改革院)推計値

表3-5 地域別農家戸数､農場面積及び

耕地面積の割合と耕作率(1985年)

｡

-農家当

地域 農家戸数 農場面積 耕地面積 耕作率
(耕地/農場面積)

北部 ■
東北部
中西部
南東部
南部.
合 計

(%)
8.6

4S3

5.4

17.I

20.6

loo.0

(%)
ll.9

24.4

31.I

19.6

12.9

100.0

(%) (%)
3.9 4.5

27.5 15.7

14.8 6.6

25.9 18.4

27.9 30.0

100.0

出典: IBGE (大統領符企画局国土地理統計院)

一般にブラジル農業の特徴は, ｢広大な耕地+と思われているがそれは必ずしも正しいとは言えな

い｡表3
-

6に示す通り､全農家数の50%以上のものが10ha以下の耕地しかもたず全耕地面積のわず

か12.5%を占めるだけである｡ -農家当りの耕地面積は2ha弱である｡他方に農家数で僅かに10%弱の

ものが100ha以上の面積で営農している｡この100ha以上の耕地面積規模をもつものの耕地面積合計は

全耕地の50%を越えているoブラジル,Cは営農面積の大小の差が実に大きい｡又,耕地面積規模が大

きくなるにつれて耕作率が低下する傾向があり､これが同国の低い耕作率の一因となっている｡
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表3-6 規模別農家戸数､農場面積及び

耕地面積の割合と耕作牢(1985年)

耕地面積規模 農家戸数 農場面積 耕地面積 耕作率

(耕地/農場面積)

(ha)

10未満

-10-99

100-999

1
,000

- 9,999

10,000以上

合 計

(%)

52.9

37.I

8.9

0.8

99.7

(%)

2.7

18.5

35.0

2S.a

15.0

100.0

(%)

12.5

37.3

33.7

14.0

2.5

100.0

(%)

65.5

28.1

13.4

67

2.3

出典: IBGE

注:農家戸数には上記の他分類不明の0.3%があ.る｡

ブラジルの農業は､植民地時代のポルトガル人によるサトウキビ栽培に始まる｡以後同様に輸出を

目的とした綿花,コーヒーの大規模プランテーション栽培が続いた｡現在でもこの3作物は､コーヒ

ーを筆頭として農産物輸出額の上位を占めている｡キャッサバ,インゲンマメ､トウモロコシは,元

来小農による自給作物としての性格を有していたが､この内トウモロコシは米,小麦､大豆等ととも

に近年大規模栽培にとりいれられるようになってきた｡野菜､果樹も､もともと自給的なものとして

栽培が始まったが､現在では主に国内市場を対象ととた商品作物として広く栽培されている｡

ブラジル農業の生産も世界人口の増加による農産物の需要の増加によって大きな影響を受けている｡

これを国内需要供給の面に限って考えてみると現在ブラジルは人口約1億4千万人､年増加率約2.3%に

のほり､食糧に対する潜在的需要は大きく､かつ増加している｡食糧の供給は種々のファクターによ

り左右されるが,一人当りの食糧生産は1977年を100とすれば､ 1980年90.8､ 1986年85.6となり,供給

能力が低下している｡つまり需要の増加に対し供給が追付いていないことを示している｡このため､

現政府は約年3%から4%の食糧増産計画を推進している｡

国内食糧農産物としては米､小麦,インゲンマメ､食糧用飼料用としてのトウモロコシが代表的作

物である｡米､小麦､‾インゲンマメはブラジル人の基礎食料として欠かすことが出来ないものだけに､

その生産量の不足は国内価格をつりあげてインフレ要因を作り､国内供給の不足を補うために行われ

る輸入は国の貿易収支に大きな彪響を与えている｡国内食櫨の生産が安定しないのはこれらの作物の
大半が天候まかせの栽培であること､インゲンマイの場合など有利な輸出作物に押されて条件の悪い

場所で栽培されていること,農業資本の乏しい小麦の栽培が大きく占めていることなどが理由である｡

主要農産物の生産現況は,表3-7に示すとおりである｡
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表3-7 主要農産物の生産現況

1978

作物 面 面
88

王

(穀物)
トウモロコシ

米
小麦
インゲンマメ

ソルガム

(油壷犀物)大豆
綿
落花生
(工業原料作物)
砂糖きび
キャッサバ

タバコ

(時好作物)
コーヒー

ココア

(野菜･果樹)
じゃがいも

オレンジ(注)

(千ba) (千トン)

10,151 13,569
5,624 3,296

-
2,801 2.691

4,617 2.194

105 228

S9 144

7.778 12,53 1

3,95 1 1
,570

254 32 1

2,39 1 120,082

2,149 25β29
328 357

2,184 l,951

447 250

21 1 l,896

455 25,823

(千ba) (千トン)

13,178 25,OS9

5,968 1 1,884

3,497 5
,5995,937 3,149

200 362
102 198

10,562 1S,1$7
2,508 2,303
99 167

4,329 272,963
I,761 21,663
286 452

2,876 2,755

649 337

106 l.404

784 72,635

出典: TBGE

注:オレンジの生産量の単位は､千個である｡

一般にブラジルの農業生産の成長は､中西部や北部の放牧地､セラード地帯の開発等による耕地の

拡大によるところが大きく･､面積当たり収量の増加によるところは小さいとされてきた.この傾向は

現在も多くの作物でみられ､とくノに､砂糖キビ,オレンジ､大豆等の輸出作物では面積増加が著しい

が,近年は面積当たり収量も′上向‾きの傾向がみられ､小麦､とうもろこし､米等の食糧作物の収量増

加も顕著となっている｡

しかし,このような面積当たり収量増加も全般的にはなお媛慢であり､国際的にみるといぜん低い

水準にある(表3-8参照) 0

表3- 8 主要作物の単位収量の国際比較(1986年)

(単位: I/h)

作物 ブラジル アルゼンチン アメリカ

トウモロコシ

栄(初)
小麦
大豆
インゲンマメ

棉
砂糖きび
コーヒー

ミカン

キャッサバ

1.65

1.86

l.39
I.45

0.4 1

0.73

63.22

0.44

0.51

12.46

3.70

3.72

1.82

2.14

I.00

I.06

46.23

0.24

8.75

7.49

6.33
2.31

2.27

1.72

I.64

83.99

0.38

出典: FTBGE
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主要品目について輸出構成をみると､表3-9のとおりである｡農産物輸出項目の中で輸出稔額に

大きな比重を占め､その動向がブラジルの貿易収支に大巾な影響を与えるものとしては,伝統的な輸

出品としてのコーヒー,ココア､砂糖のほか, 1970年以降米国産品の不振を簸めるような形で新しい
輸出商晶としての大豆および副産物と浪縮オレンジ･ジュースがあり､ 1987年の場合その輸出額は大

豆部門(大豆､大豆粕及び大豆油)が､コーヒー部門(コーヒー及びインスタントコーヒー)を抜い

て農産物輸出の首位を占め,又濃縮オレンジジュースも1984年に15億ドルに達したあと, 10億ドルに
近い輸出が続いておりココア､砂糖等をはるかにしのいでいる｡

1960年代後半から1970年代初期の高度成長時代には政府の輸出振興政策によって,エ業製品輸出が

大きく拡大した｡輸出額全体に占めるその比重は, 196S年までは10%以下であったが､ 19$6年には60

%に達した｡その主要なものは､皮革等の軽工業品,電気､機械類であった｡一方､一次産品輸出に

ついては工業製品輸出の伸長とは逆に同期間にその比率が90%から40%に低下した｡しかし,政界経

済の停滞状況が続くなかで､現在では工業製品輸出は伸び悩み傾向にあることを考えると大豆､コー

ヒー,砂糖等に代表される一次産品の輸出の重要性は依然として大きい.

表3-9 主要品目輸出構成

品目 儀 一違算三毛率A

一次産品合計
一農畜産物

_(孟壷晶-

)

半加工/加工品合計

一機械
一道輸機材
一鉄鋼
合計(その他の品目含む)

百万l'ル(%) 百万rb_(%) 百万rル(%)
8,766 32.5 11,054 43.1 9,218 41.2
4,772 17.7 6,649 25.9 5,103 22.8

(2,582) (9.6) . (2,607) (10.2) (2,396) (10.7)
I,590 5.9 1,798 7.0 1,720 7.2

17,929 66.4 14,585 56.9 13.175 58.8

1,401 5.2 933
.
3.6 932 4.2

l,341 5.0 2,328 9.0 2,078 9.3

1,544 5.7 2,259 8.8 2,650 11.$

27,005 loo.0 25,639 100.0 22,393 100.0

出典: Banco Cenlral

主要輸入品目の構成は,表3 - I 0に示すとおりであるo石紬危機以降1980年代初京までは石油輸

入が全体の半分以上を占めていた｡しかし国際的な石油価格の低下および国内産油量の増加により近

年その比重は低下しつつある｡他方､工業製品輸出の拡大に伴い工業原材料､設備機械類の輸入は増

加傾向にある｡世界でも有数の農産物輸出国であるにもかかわらず､国内消費用の食糧品輸入は10億

ドル前後に上っている｡表3L- 1 1に示すように主要食糧農産物の国内生産水準は､ 1970年代からほ
とんど変わっておらず,小麦､キャッサバは減少傾向を示している｡これは､農民が収益性のより高

い輸出用作物の栽培に移行した結果である｡ブラジルの対外累積債務が国際的な問題となっている現

在､これら国内用食糧農産物の生産増加を図ることが,国際収支の改善のためにも重要な政策課題で

ある｡

表3-10 主要品目輸入構成

品目 鶴 鶴 -壷箸望転
消費財
原材料
燃料類
資本財
合 計

百万['ル(%)
796 5.2

3,521 22.8

8,607 55.8

2,505 16.2

15,429 100.0

百万ドル(%)
855 6.I

4,043 29.1

6,867 49.3

2,151 15.5

13,916 loo.0

百万ドル(%)
I
,028

7.8

3,952 30.0

5,694 43.3
2,480 18.9

13,154 100.0

出典: BancoCenぬ1
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表3-1 1主要食糧農産物の国内生産水準

(単位:百万トン)

品目 1970年 1980* 1984* 1985* 1986*

栄
豆類
ジャガイモ

小麦
キャッサバ

トウモロコシ

7.46 9.77

2.21 1.97

1.58 1.94

1.84 2.70

30.25 23.47

20.37

9.02

2.61
2.17

1.96
2l.29
21.16

8.99 10.40
2.54 2.22

I.99 1.80

4.25 5.15

23.07 25.54
22.02 20.54

出典: IBGE, FÅo, Minisuy ofAgricuILure, Banco Central

2.計画地区の現況

本計画地区は中西部地域のゴイアス州北東掛こ位置し､首都プラジ1)アから北東約165kJTl離れた街

フローレス･デ･ゴイアス(FloresdeGoias)市の北部に広がるセラード地帯である.港故地区は,パ

ラナ川左岸に沿って,フローレス･デ･ゴイアス市南部のダム建設予定地点から北へ約45km,東西に

5kmと南北に細長く広がり,潅政商積約20.000haである｡標高は450mから500m程度で､束から西へ

パラナ川に向かって緩やかに傾斜している｡

計画地区に近いフォルモサ(Formosa)気象観測所のデータによると､表3-1 2に示す通り年平
均気温は､約22℃ (1974年-82年)で､一亜熱帯性サバンナ気候に属する｡又､‾年平均降雨量は､約

1,500mm (1949年-73年)であり､年降雨量の内約95%が雨期に集中し,雨期(10月-4月)と乾期

(5月-9月)にはっきりと分かれている｡

表3-12 計画地区の気象

最大 辛

E一
皿

:均 最小
降雨量
(mm)

蒸発量
(mm)

1月
2月
3月■
4月
5月
6月
7月
8月
9月
10月
11月
lュ月
平均/合計

26.6

27.3

27.9

27.0

26.5
25.8

26.2
28.5

29.3

28.7

27.2

27.3

27.4

22.4

22.9
23.2

22.I

21.0

19.9

19.7
21.7

23.2

23.5

22.9

23.0

22.1

8.2

8.4

8.4

7.2

5.5
3.9

3.1
4.9

7.1

8.2

8.6

8.6

6.8

249.8 81.5
211.3 92.1

192.0
-
97.6

106.1 99.0
22.5 1 17.6
2.2 139.7

5.8 131.1
0.5 255.7

26.5 225.2

137.2 155.4

231.8 93.1

3 12.9 86.3

1.498.6 1.554.3

本計画藩政地区の水源は,トカンチンス川の支流のバラナ川である｡計画地区の東側を南北に流下

している｡計画ダム地点に近いフローレス･デ･ゴイアス流量観測所におけるパラナ川の流域面積は

約6,850km2で､年平均流量は表3 - 1 3に示す通り約85m3/s (1975年-81年)である.
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表3-13 バラナ川の月平均流量

月 流量(m3/s)

1月
2月
3月
4月
5月
6月
7月
8月
9月
10月
11月
lュ月
年平均

188.0

246.0

176.0

93.3

43.8

29.3
18.7

13.1

ll.0

21.8

74.9

98.7

84.6

ブラジル中西部地域は､開発の前線としてプラジl)アが建設(1960年)されて以来､社会インフラ

整備､セラード開発により開発が進められているが､ 1人当りの所得は全国平均の7d%であり,又,

農民の所得はさらに低い水準にとどまっている｡都市人口は,地域人口の70%を占め､都市人口の成

長率はブラジル5地域中で最大になっている.ゴイアス州のプラジ1)ア連邦区周辺に位置する衛星初

市の人口増加は特に著しく,その中にはスラムが発達している｡また最近は南部のリオ･グランデ･

ド･スル州からゴイアス州に農民が移動している.この国の完全失業率は3.8%と低い水準ではあるが､

スラムの存在､零細農業の存在にみられる様に不完全失業者の割合が高い｡
当地方の農業は､従来からの伝統的自給農業と､ 1970年後にふえた南部からの移住者による近代農

業に分かれる｡伝統的農業は土地占有方式で5-10haの面積が多く､そこにマニオク,インゲンマメ､

とうもろこし､陸稲,バナナなどを植え､僅かな家畜を飼育している｡近代的農業は,南部の大規模

農業に類似した経営で､平均耕地面積は200-500ha､殆んどが機械化で家族労働力を中心とした雑穀

作､夏作の大豆に冬期の小麦を組み合わせた経営が多い｡ただ場所によってはそれが気候条件から不

可能なこ･とから陸稲､とうもろこし､ソルガム等の栽培もふえてきている｡･

本計画地区の一部では農民が藩政施設を造り､主に稲の2期作栽培を行っている. 1期作目は10月

から3月迄､ 2期作目は4月かち9月迄に栽培されているoその他に大豆､インゲンマメ,エンドウ

マメ､雑穀類等を栽培している｡豆類は､ 5月から10月迄の1毛作である｡農民が設置した藩政施設

と■してはポンプ場,
･導水パイプライン･用水路等があるが､これらの施設は老朽化している｡

国内の米栽培は､水田栽培と陸稲栽培に分けられる｡米作の80%が陸稲であり,その生産は総生産

量の60%である｡米の.収量は,水田地帯(リオ･グランデ･ド･スル州､ 88年)で4.8t伽であった

のに対し､陸稲の場合(マトグロツソ州､ 88年)は､ 1.8tnlaに過ぎなかった.水田栽培は､生産

性が高い上､天候の影響を受ける度合が少なく生産量は安定している｡陸稲の場合は天候次第でその

生産が上下に大きく変動している｡政府は基礎食糧としての米の安定供給を図るため水田栽培を奨助

する政策をとっている｡

計画地区はセラード地帯に属する｡ブラジル全土ではセラード地帯が20,400万ba (日本国土の約5.5

倍)を占め,この内耕作可能地区は11,200万haである｡耕作可能地区の内,約1/3が現在利用され,

1,100万haが穀類の耕作地, 300万haが牧草地である｡仝セラードの内約58%が中央部地方にあり､中
西部地域全面積の54%がセラード地帯である｡

ー24-



ブラジル全土の潅耽可能面積は5200万haと推定され,その内既存藩政面積は220万haと推測されて

いる｡農地の拡大にも限界があり､環境保全の観点からも面積の拡大よりも単位収量をあげることと
してPRON Iが提案された. PRON I計画で咋1991年迄に藩政面積300万haの拡大を計画してい
る｡

本計画地区の位置するゴイアス州北東部は,北西部と同様に州内でも開発が遅れている地域であり,

道路･電気･水道等のインフラ整備も立遅れている｡准叔施設の整備と供にインフラの整備も必要で

ある｡

3.開発構想

ブラジルの国家レベル開発計画としては､現政権が発表した｢新共和国第一次国家開発計画+があ

る｡この中で農業について､年成長率を5%に設定し, 1)食糧の国内自給拡大(食糧増産) , 2)
輸出の増加､ 3)農村の雇用機会拡大､ 4)農民の生活水準向上､ 5)農村部の社会格差是正, 6)

都市人口の増加抑制及び農民の農村への定着等を目標としている｡具体的には､農地改革,農村電化

計画及び藩政施設計画等を推進することを掲げている｡このような国家開発計画に基づき,農業分野

において開始されたプログラムの1つに国家潅概計画(PRONI)があり､全国を対象にして主に

民間のイニシアティブを活用し1986年から1990年の間に約300万haを新たに藩政することを目標とし､

港概排水路､電力等のインフラ整備,融資制度,技術支援等を推進していくことにしている｡

本開発計画は､計画地区周辺の農民組合が,ゴイアス州政府にその開発の実施を強く要請している

ものである｡これに応えてゴイアス州政府は､本開発計画が農業分野における国家開発基本方針に沿

ったものであると判断し､高い優先順位を与えている｡本開発計画の内容は以下の通りである｡

a.藩政対象面積

b.ダムの建設

c.潅概排水施設の建設

d.末端圃場整備

e.近代農業の導入

ど.農業インフラ整備

g.環境保全

&20,000ha

高さ40m

幹線(約45km)及び支線用水路

幹支線排水路

付帯構造物

水田栽培への転換

作付体系,品種改良,施肥､機械化等の改善

農道

貯蔵施設

飲料水供給施設

電力供給施設

ダム建設による白紙環境査定

近代農業(肥料･殺虫剤)によるパラナ川下流域への汚染防止
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4.協力への展望

我が国の円借款については,従来, 1人当たりGDPの水準が高いことから､ブラジルはその儀与

対象国からほとんどはずれていた｡現在のブラジル経済情勢は,先行き不透明な部分も大きく､予断

を許さない両もある｡しかし,現在のブラジル政府がこれまでに進めてきた､財政赤字削減と物価調

節によるインフレ抑制を柱とした経済安定化政策は,国際金融界はじめ先進諸国において概ね好意的

に受け止められており､国際金融機関､民間銀行､先進国政府機関は､今後のブラジル経済の支援の

ための資金協力に前向きに取り組む姿勢を見せている｡

我が国も現在,膨大な累積債務とインフレの高進に苦しむブラジル経済の正常化を支援するため､

途上国への資金還流計画の一県として､従来の供与基準を弾力的に見直しつつ､ブラジルに対して円

借款を供与しつつあるo今後はブラジルに対する円借款供与を念敢に置きながら､特にブラジル経済

の中で今後発展の可能性が大きい分野の一つである農業分野での協力を実施していく必要があると考
えられている｡

現在､ブラジル連邦政府によって実施されている国家聴統計画(PRONI)の進捗は､資金の不

足により思うようには進んでいない状況であり,それを助ける意味で,我が国の資金協力の可能性は

大きい｡

1989年12月大紋領選挙が行われ､中道右派のコロールが大統領に当選した. 1990年3月中旬組閣が

行わ九,新政権が発足することになる｡新政権による政策は現政権の基本的政策を踏鼻するもの

と考えられるが､本開発計画の実施については､新政権の打出す政策の動向をみる必要がある｡

しかしながら､本開発計画は,地元農民により強く要望されているものであり､ゴイアス州政府も

優先順位の高い計画として位置付けている｡従って給合駒な港故国発計画を策定するために,まずフ

ィージビ1)ティ調査を実施し､計画の技術的･経済的安定性を検証する必要があるoそのため,ゴイ

アス州政府は､日本政府の技術協力を望んでいる｡この調査への日本側の技術協力は､ブラジルの農
業開発への波及効果も大きく意義深いと思われる｡
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添付資料



議付資料-1

(1) 東川 敏一

1) 略 歴

.昭和46年3月
昭和46年4月一現在

2) 海外業務実績

調査団員の経歴

鳥取大学農学部農業工学科卒業

日本工営(秩) 農業水利部

件 名 対象国 従事期間 担当業務

(年月からカ月)

ビルガンジーガンダキ藩政

計画

ビルガンジーガンダキ地下

水港統計画
カンカイ潅政計画

南スマトラ農業開発計画

ウェイ･ジュバラ藩政計画

ビンティン港耽開発計画

ナラヤニ港概計画

デンデ米作促進計画

チバミンキス藩政計画

メグナ･ドナゴダ港概計画

メスケネ藩政計画

キリマンジャロ農業開発計画

ジャナカブール農業開発計画

リアムカナン藩政計画

ウオノギリ藩政開発計画

ネパール

ネパール

ネパール

インドネシア

インドネシア

ベトナム

ネパール

ガボン

イ.ンドネシア

バングラデシュ

シリア

タンザニア

ネパール

インドネシア

インドネシア

昭和
46. 4-46. 8

(5カ月)
46. 9-46.ll

(3カ月)
46.12-47. 3

(4カ月)
47. 4-48. 2

(10カ月)
48.4-49. 3

(11カ月)
49.4-50. 3

(7カ月)
50. 6-53. 3

(34カ月)
53.4-53.6

(3カ月)
53. 7･-54. 1

(6カ月)

54. 2-54. 9

(8カ月)

54.10-54.12

(Sヵ月)

55. 1･-55. 7

(7カ月)

55. 8-55.12

(4カ月)

56. 1-58.1

(14カ月)

58. 3-58.6

(4カ月)

藩政排水設計

藩政排水設計

藩政排水設計

潅耽排水設計

藩政排水設計

藩政排水設計

潅耽排水設計

港政排水設計

潅政排水設計

港漉排水設計

藩政排水設計

圃場設計

藩政排水設計

藩政排水設計

藩政排水設計
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件 名 対象国 従事期間

(年月からカ月)

担当業務

ハロール多目的ダム計画設計

アッパーコメリン潅政計画

チヨルテカ藩政計画

チヨルテカ藩政計画

首都郊外農村開発計画

イーストラブチ藩政開発計画

フィリピン

インドネシア

ホンデュラス

ホンデュラス

ラオス

ネパール

58. 7-60. 1

(1Sカ月)

60. 3-60.12

(9カ月)
61. 1-61.4

(Sヵ月)
61.7-63.5

(23カ月)
平成

63.7-1.3

(9カ月)
1.4- I.10

(7カ月)

港故排水計画

潅概排水計画

藩政排水計画

港耽排水計画

港蔽排水計画

潅概排水計画
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(2) 梶本 照夫

1) 略 歴

昭和52年3月

昭和53年4月一現在

2) 海外業務実績

九州大学農学奇農業工学科卒業

日本工営(秩)農業水利部

件 名 対象国 従事期間 担当業務

(年月からカ月)

チバミンキス農業開発計画

ガサバ地区パイロットファ

ーム藩政拡張計画
バイゴム稲作パイロット

ファーム計画予備調査
サンレゴ港敢闘発計画

ジョモケニヤッタ農工大
農場整備計画

ジョモケニヤッ‾タ農工大
農場整備計画

バナイ河流域洪水防御･
基本計画

東メスケネ港政開発計画

タンジョンカラン潅概計画

ムエア地区藩政開発計画実
施調査(第1年次)

ムエア地区港耽開発計画実

施調査(第2年次)
ルンチ･モンガル農業鎗合

開発計画実施調査(第1年次)
ルンチ･モンガル農業漁合
開発計画実施調査(第2年次)

ムエア潅故開発計画基本設
計調査

ムエア藩政開発計画設計施

工監理

インドネシア

スーダン

カメルーン

インドネシア

ケニア

ケニア

フィリピン

シリア

マレイシア

ケニア

ケニア

ブータン

ブータン

ケニア

昭和
54. 4-54. 8

(5カ月)
54. 9-56. 8

(22カ月)
56. 9-56.10

(2カ月)
57. 7-57.12

(6カ月)
5S.5-58.8

(4カ月)
58.ll-60. 2

(16* jH
60. 7-60. 8

(2カ月)
60.9-6l.5

(9カ月)
61.6-6l.8

(3カ月)
62.2-62. 3

(1カ月)
62. 6- 62.ll

(4カ月)
62.12-63. 3

(3カ月)
63.7-63. 9

(2.5カ月)

平成
1-.1-1.5

(5カ月)
ケニア 1.7-1.10

(4カ月)

測量/施設設計

潅耽施設
設計/施工監理

水文/港親

測量/施設設計

施設設計

設計/施工監理

水文

施設設計

測量/施設設計

施設計画

地設計画

水文/気象

水文/気象

施設設計

施設設計
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添付資料-2

調査日程

年月日 行 程

平成元年

12月5日

12月6日

12月7日

12月8日

12月9日

12月10日

12月11日

火

水

木

金

土

日

月

一移動(成田一口スアンゼルス-マイアミ)

一移動(マイアミーラパス)

一日本大使館､国際協力事業団及び農牧省表敬

一農牧省関係者と協議及び資料収集

一哉地踏査

一資料整理

一度牧省関係者と協議及び次官に調査概要報告

-∫
I CA専門家川崎氏に面談

- ∫I CA奥田所長に調査概要報告

12月12日(火)

12月13日(水)

12月14日(木)

12月15日(金)

12月16日(土)

12月17日(日)

12月18日(月)

12月19日(火)

12月20日

12月21日

12月22日

12月23日

12月24日

12月25日

12月26日

水)

木)

金)

土)

日)

月)

火)

-移動(ラパスーサンパウロ)

-現地コンサルタントHIDROCOSULよりブラジルの農業事情
聴取及び資料収集

一移動(サンパウロ-ゴイアニア)

-ゴイアス州政府潅放排水局表敬･協議及び資料収集

一移動(ゴイアニアーブラジリア)

-資料整理

一資料整理

｢日本大使館及び国際協力事業団表敬

一資料収集

一移動(ブラジリアーゴイアニア)

-ゴイアス州政府藩政排水局担当官と協議

一塊地踏査､移動(ゴイアニアーサンパウロ)

-HIDROCONSULと調査結果につき協議及び事情聴取

一移動(サンパウローリオデイジャネイロ)

一移動(リオデイジャネイロー)

一移動(-ニューヨークー)

一移動(一成田)
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収集資料一覧表

1)ボリビア共和国

1. DENTTFICACION DE PROYECTOS ESPECIFICOS DE RIEGO,1981, MmSTERIO DE

r ASUNTOS CAMPESrNOS Y AGROPECUARIOS.(MACA)

2. PROYECTOS DE RrEGO, EN LAS COMUNIDADES AND刑■AS, SISTEMA PALCOCO,

3

4

5

6

7

8

9

0

1

2

197l.FAD

MICROSISTEMA DE RIEGO PALCOCO, LEVAmAMItmO TOPOGRÅ円CO

MICROSISTEMA DE RIEGO SURIQUTNA, PLANO GENERAL

MA戸A DE SISTEMÅS RIEGO PALCOCO Y SURIQUINA

ZONAS DEL PATS AFECTADAS Po又 GRANIZADAS, RIADAS, SEQUIAS Y HELADAS

MAPA FITOGEOGRAFICO Y BALANCE HTDRICO

PLANO DE REPRESA TAHpICHACA

MA戸A DE CAPACIDAD DE USO MAYOR

MAPA DE PENDIENTES

GEORAnA Y RECtRSOS NATURALES DE BOLIVIA ISMAEL MONTI三S DE OCA

TOPOGRAPHIC MAP (1/50,000)

2)ブラジル

1. PROGRAMA ESTADUAL DE IRRIGACAO, 1987/1991, GROUP EXECUTIVO DE

取IGACAO E DRENAGEM DE ESTADO DE GOIAS

2. PADRE BERNARDO, ESTUDOS PARA IMPLANTAC AO DE SUPORTE ELETRICO PARA

PROJECTOS DE IRRIGACAO, GEID. VOLME I&II.

3. PROJETO DE PLANALTINA, ESTUDOS PAR A IMPLANTACAO DEひげRÅEASTRUTURAS

PARA ATENDIMENTO DE PROJETOS DE IRRIGACAO

4

5

6

7

8

9

0

1

2

13.

14.

15.

MAPA DE ESTACAN FLUVIO Mt:TRTCA Y CuMATOLOGICA

MÅPA DE LOCALIZÅCAO DAREDE HIDROMmICA

MAPA DE VEGETACAO DO BRASIL

TOPOGRAPHIC MAP (I/100,000)

PROJETO COOPAGO凡ORES , NFORMACOES NUMERICAS PRELIMINARES

TEE RIO FORMOSO PROJECT, FINACIAL AND TRECN7CAL STUDY

CLIMATOLOGIA DO BRASIL, EDMON NIMER, IBGE

INDICADORES IBGE, VOLME 8, NUMERO9. 1989

CENSO AGROPECUARIO, DISTRICT FEDERAL, IX, ⅠⅩRECENSEMENTO GERÅL DO

BRASIL - 1980

SERIE RELATORIOS METODOLOGICOS Volume7, MATRIZ DE INSMO-PRODUTO BRASm-

1980,IBGE

A叩ARIO ESTATISTICO DO BRASTL, PRINCIPAL Y SUPLEMENTO, 1980

INFORMACOES BASICAS, GOIAS E TOCAmNS
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面談者一覧表

1) ボリビア共和国

a. 日本大使館

参事官

b.国際協力事業団

ラパス事務所長

専門家(長牧省計画企画局)

c.農牧省

1.大臣

2.大臣補佐官

3.次官

4.顧問

5.計画企画局局長

6.給資源局局長

7.環境局局長

8.潅政局課長

′
9.水資源局課長

10.港概局技師

11.港政局技師

12.水資源局技師

2) ブラジル連邦共和国

a. 日本大使館

一等書記官

b.国際協力事業団

技術協力調整担当官

c.ゴイアス州政府

1.潅放排水局次長

2.計画局次長

3.港概排水局水資源担当官

4.港耽排水局農業生産援助担当官
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Arg. Widmat W. Ulloa

Arg. Gary Nava Q.
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TENTAm TEMS OF REFERENCE

FOR

MASTER PLAN STUDY

ON

TEE SMALL SCALE IRRIGATION DEVELOPMENT PROJECTS

IN

HIGHLAND ANDVAu_玉Y AREAS

Ⅰ. INTRODUCTION

Agriculture is the mainstay of Bolivian economy･ The agriculture contributes to about 20 %

of gross domestic pI℃duct and employs about 50 % of the labour force. AlthoughBolivia

has a vast cultivable land of about 88,000 km2 co汀eSpOnding to about 8 % o=be total

temitorial area (1,098,581 km2), agricultural development has not yet been made to a

satisfactory level･ Pnsent cultivationarea is only 12,000 km2 corresponding to about 14 %

of the totalcultivable land･ Bolivia imports some agricultural products,andthe agricultural

imports has a possibility to increase further due to high population increase rate, say 2･8 %

per annum.

Bolivia is geographically classified intothreeareas, namely highland (aldplano),valley (val1e)

and plain (1lano)areas･ Whereas the highlandand valley areas occupy about 40 % of the total

area of Bolivia, about 80 % of the total population concentrates inthese areas, makingthe

population denslty Six times higher thanthat of the plainarea. In splte Of these facts,

agriculturaldevelopment in the highland and valley areasare much less than that inthe plain

area･ The agriculture in the highland and valley areas is practiced mainly by small farmers,

while tha( inthe plainarea is done by relatively large scale fa-ersand enterpnses･ ne living

staJldard of famers inthe highlandand val1eyareas is very low.

Under such circumstances,the Ministry of RuralAffairs and Agriculture (MACA)Li has

conceived some agriculturalandruraldevelopment plans to achievethe following objectives:

(1) To increase agricultural product including cattle ralSlng Product to cope withthe

increasingfood demand re印Iting
from the population increase.

Li ･' Ministerio deAstmtos Campesionos y Agropecuarios
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(2) To improvetheliving standard of farmers pracdcing subsistence agriculture by

introducing Improved farmlng Practices and providing lmgation and rural

infrastructures +

(3) To encouragethe perrmnence offa-ersintheir original1andby reinforcing imigation

facilitiesand providingruralinhstructures.

(4) To create the working opportunities for jobless inhabitants inrural area by

irnplementadon of the projects.

(5) To earnor save foreign cⅦTenCy forthe Govemment by reducingthe import of

agriculturalprduct.

Forthe selection of priorityprojects,MACA has putanemphasis onthe rehabilitation of the

existlng Small scale irrigadon proJeCtSandthe development of high1andand valleyareas for

the following reasons:

(1) A rehabnitadon project is much more economicalthana new pro]ectand qtlick return

can be expected.

(2) Success ofanirrigation project generany depends onthe operationand maintenance

(0&M) work･ ¶le O&M work of a rehabilitation projectcanbe generally expected to

be much betterthanthat of a new project
because farmers inthe rehabilita也on project

area have accustomed tothe O&Mthroughthe past works.

(3) Almostal1the exIStlng Small scale imigationprqectsare managed by small famers, to

whom MACA intends to provide assistance.

(4) ne highlandandvalleyareasare much less developedthanthe plainarea.

MACA has finally selected ”theSmall Scale lrrigation Development Projectsin Highlandand

Valley Areas''(the Project)as a priority project.In order to idemify the constraints inthe

exIStlng Small imigadon projects inthe highland and val1eyareasandtheir constraints, and to

establishanoptlmum OVeral1 development plan, a master planstudy onthe Ftojectis urgently

required.

-Ail



II. OBJECTIVES OF THE STUDY

The
objectivesof the

Study are as follows:

1
･ To conduct a master plan study onthe Small Scale I血gadon Projectsin High1andand

Valley Areas for the formulation of an optimum overall development planconsIStlng

of irrigation, agriculturalandrural development plans, and forthe determination of

development prionty.

2･ To assess the environmental adverse effects such as pollution of land and dminage

water, and soil erosion, which may result from the use of agro-chemicals and

fertilizers and upgrading of imgation and drainage facilities, and to establish

appropnate countermeasures for environmentalprotection.

3. To conduct a technology transfer to the counterpart personnel of the Government of

Bolivia in the course of the Study.

ⅠⅠⅠ. STUDY AREA

The studyarea covers the following eXIStlng lmgation schemes of about 1 1,900 ha in total

located
-in
La Pa∑, 0ruro, Potosi and Cochabamba departments･ The location map is shown

in Fig.- 1.

EAis由旺_S払出!_Scale TrriEadon Schemes

Name of Scheme Department Province Net bTigadon Area Oa)

(1) La Pa∑ SSIS (I) La Paz

(2) La Pa∑ SSIS (ⅠⅠ) h Pa∑

(3) 0ruro S SIS Oruro

(4)

(5)

㈱

”

(8)

(9)
(10)

Potosi SSIS (I)
Po10Si SSIS (lI)
Potosi SSIS (ⅠIT)
Mizque SSIS O)
Mizque SSIS (ⅠⅠ)
Miazue SSIS (TIT)
Pairumani SSIS

Potosi

Potosi

Potosi

C∝habamba

Cochabamba

Cochabamba

Cochabamba

Aroma 460

Ingavi

LosAndes

G. Villaml

Aroma 1
,300

加do 4
,000Cmgas

S ajama
Atah ualla
AvaJtn

LiLOra)

Daniel Campos

Q uijarro
Comelio S aavedra

Mhque

Mizque

Mhque

Quillacollo

510

400

2,970

730

680

530

300

Total 1 1
,880

Note: (i) SSIS : Small Scalelrrigadon Scheme

(ii) One scheme shown in the above listdoes not necessarily mean one imigation water dis打ibt)lion

SyStem.
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IV. SCOPE OF WORK

The Study will be conducted inthefollowlng Steps:

(1) Wo止-I

(2) Work- Ⅱ

(3) Work- ⅡⅠ

(4) Work-IV

Data collecdon

Review of previous study and design

Field survey and investlgadon

Inventory survey and identification of the exIStlng lrngation

scheme s

Evaluation of the exIStlng SChemes

Additionaldata collecdon

Additional field survey and investigation

Analysis and study on collected data

Establishment of basic development concept

Preparation of topographic map for highprionty scheme

area(s)by plane table surveying (tachymebic survey)

Formulation of an op(1mum OVerall development plan

Determination of development pnonty and identification fわr

priodty scheme(s)

Preparation of a master planstudy report

The technology transfer tothe counterpart personnel of the Bolivian Governmentwill be made

throughWorks-Ⅰ,II and Ill. The scope of work for the Study a陀aS follows:

1. Work-I

(1) To collect and reviewthe existing da(a and information relevant to the Study

on the fbllowlng Items:

- Topography

- MeteoI℃1ogy and hydrology

- Geology and soil mechanics

･A10_



- Soils

- Landuse andvegetation

- Irriga丘onanddminage

- Socialandruralin丘astructures

- Agiculture

- Agriculturalsupporhng systemand institution

- Agro-indusby

- Agro-ecor)omy and maJ･ketirlg

- Environment

- Cons打uction materials and unit pnces

- NationalandreglOnal economy

- Nationaland regionaldevelopmentplans relevant to agriculturalsector

(2) To review_the previous study anddesign for the exIStlpg lmga点on schemes.

(3) To carry out a field survey and investigation onthe fbllowlng ltemS:

- J Topographic survey (o checkthe existlJlg maps and design drawings

- Meteoro-hydrologicalinvestlgation

- Geological and soil mechanical invesmgation

- Soil, land use and land suitability survey

- Irrigation and drainage survey to collect data on water requwement, water

managemerlt, etC･

･ Social and rural infrastructure survey (road network, drinking water

supply facilities,elecけicitysupply facilities,storage facilities,etc.)

- Agriculturalsurvey (present cropping pattern, yield, farming practices,

etc.)

- Agro-industry and agro-economic survey

-

-InstitutioJI
Survey

-

Regionaleconomy and markedng survey

- Environmentalsurvey

- Consmction materials and cost suⅣey

･All.



(4) To carry out an inventory survey of the exIStlng lrngation schemesand to

identify the existing lmgation schemes with an emphasis onthefollowlng

ltemS:

- Inventory of intake structures, and irrigation and dminage facilities for

each scheme

- Identification of water sources and irrigation water distribution systems

- Accurate delineation of each scheme area

- Clarification of present water management method for each scheme

- Identificadon of present consb･aints

(5) To evaluate comprehensively all the exIStlng lmgation schemes based onthe

above survey and investigation results from viewpolntS Of imgation,

agricultural andrural developments･

2. Work- Ⅲ

(1) To carry out additional data collection, a field surveyand investlgation,and

inventory survey required for the Study.

(2) To analyseall the results of survey and investlgationfor each exisdng scheme

fortheformulation of basic development concept:

- Finaldelineadon and identification of each existing scheme area

- Esdmation of available water resources

- Preparadon ofa soil map

- Preparation ofa land capability map

- Landuseplannlng

- Establishment of aan upgrading plan forthe existing lrngation and

drainage facilities

- Fomulation or an lmgation and血ainage development plan including也e

above upgrading plan

- Prelimlnary design
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3.

4.

ー Formuladon of an agricultural development planincluding establishment of

most profitable cropplng Patterns and introduction of improved farm1ng

pracdces

- Formulation of arural development plan including Improvement Of farm

roads, drinking water supply facilities,electnclty Supply facilities and agn-

product storage facilities

- Assessment to the environmental adverse effects and study on the

countermeasures fTorenvironmentalprotection

- Establishment of an implementation plan and schedulefor each scheme

- BeneBltandcostesdmate

- Economic evaluadon

- Determinadon of development priorityand selec丘on of priority scheme(s)

(3) To establish the basic developmen( concept ofthe打oject.

Wbrk一口I

(1) Toprepare a topographic map on a scale of 1:5,000 at a contourintervalof

O･5 m for the selected priority scheme(s) forthe use of the master plan study

and fur(her detailed study.

Work-Ⅳ

(1) To formulate an optimum OVerau development plan consistlng Of irrigation,

agncultural and rural development plans based on the results of field stlrvey

and investlgation, and the Study.

(2) To determine the definite development pnonty of each existing schemeand

p
identify priority scheme(s)

fbr further detailed study.

(3) To establish appropnate countermeasures for environmental protecdon tothe

adverse e飴cts caused by the implementation of the Project･

(4) To prepare amasterplan studyreport.
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Ⅴ. REPORTS

The Japanese study team shall prepare and submit the following reports in Spanish tothe

Govemment of Bolivia:

I. Inception Report

Thirty (30) copies in Spanish within two (2) months after commencement of the

Study.

2. Progress Report

Thirty (30) copies in Spanish within five (5) months after commencement of the

Study.

3. Interim Report

Thirty (30) copies in Spanish within twelve (12) months after commencement of the

Study.

4. Draft Final Report

Thirty (30) copies in Spanish within fifteen (15) months after commencement of the

Study.

5. FinalReport

Fifty (50) copies within two (2) months after the receipt of the Govemment of

Bolivia's comments on the Draft Final Report･

VI. WORK SCIIEDULE

A tentative work schedule is shown in Fig.
- 2. All the worksare scheduled to be finished

within seventeen (17) months.

VII. UNI)ERTAKING OF THE GOVERNMENT OF BOLIVIA

The Government of Bolivia (GOB) shall accord privileges, and other benefits tothe Japanese

study team, and through the authorities concerned, take necessary measures to facilitatethe

smoothimplementation of the Study.
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1.

2.

3.

4.

GOB shall make necessaryarrangements fわrthe followlngS:

(1) To securethesafetyofthestudyteam.

(2). To permitthe members of the Japanese study team to enter, leaveand sojoun
in Bolivia for duration of their asslgnmehttherein,and exemptthem丘omalien

reglStration requlrementS.

(3) To exempt the members of the Japanese study team from taxes, dutiesand

others charges on equlPment,甲aChinery and other materials brought into

Boliviaforthe implementation of the Study.

(4) To exempt the members of the Japanese study team &om income taxandother

charges imposed on or in connecdon with any emolument oral1owance paid to

血e me血bers of the Japanese study team fわrtheir seⅣices in connection with

tbe implementation of the Study.

(5) To provide necessary facilities to the Japanese study team fわrremittance as

well as utilization of funds introduced into Bolivia from Japan -in connection

witb the implementadon or the Study.

(6) To provide medical services as needed. Its expenses will be chargeable onthe

members of山e Japanese study team.

(7) To secure permission to take all data and documents (including maps and

photographs) related to the Study out of Bolivia to
Japanbythe study team.

GOB shall, at its own expense, providethe Japanese study teamwiththe fbllowlngS:

1)

2)

3)

4)

Available data and information related to the Study.

Counterparts personnel.

Suitable office space with necessary equipment in MACA･

CredeJltials or identificadon cards.

GOBwill assist for the Japanese study team to amnge accommodation･

GOB shall provide necessary vehicles for the implementation of the Study.
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Fig-1 LOGATl‾ON MAP

(SMALL SCALE_ IRRIGAT10N DEVELOPMENT

PROJECT IN HIGHLAND AND VALLEY AREAS )
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添付資料-6

TENTAm TERMS OF REFERENCE

FOR

FEAStBtLTTY STUDY

ON

TAYPI CHAEA ⅡuuGATION ANDRURAL DEVELOPMENT PROJECT

Ⅰ. INTRODUCTION

Agriculture isthe mainstay of Bolivian economy. The agriculture con出butes to about 20 %

of gross domestic productand employs about 50 % of the labour force. AlthoughBolivia

has a vast cultivable land of about 88,000 km2 corresponding to about 8 % of the total

territorial area (1,098,581 km2), agricultural development has not yet been made to苧

satisfactory level･ Present cultivationarea is only 12,000 km2 corresponding to about 14 %

of the totalcultivable land. Bolivia impor(s some agncultural products, and the agricultural

imports has a possibility to irlCreaSe further due (o high population irlCreaSe rate, Say 2･8 %

per annum･

Bolivia is geographically classified into threeareas, namely highland (aldplano),valley (val1e)

and plain (1lano)areas. Among these three, the highlandarea occupying about 28% of the

totalarea, isthe least developedarea althoughabout 52 % of the totalpopulation live there･

This is mainly because annual rainfall is as littleas 700 to 800 mm and the water resotlrCeS

for irrigation developmentare limited. Furtherrnore, land and climatic conditions are less

favorablethanthose of the valley and plain areas for agnculture. The farmers inthe highland

area have.been practlClng traditional and primitive agnculture descended from the lnca

Empire. Some of farmers have prlmitive imga(ion facilities constructed by farmers

themselves and carry out irngated agnculture by uslrlg their own traditional technique･

However, such irrlgatedareas are limited and they are sufferirlg from deterioration Qf

lmgadon facilitiesAnd shortage Of irrigationwater･

Under such circumstances,the Ministry of Rural Affairs and Agriculture (MACA)且has

conceived some agricultural andruraldevelopment plans to achieve thefollowlng Objectives:

(1) To increase agricultural product including cattle ralSlng Product to cope withthe

increasingfood demand resulting from the population increase･

LL : Ministerio deAsunLOS Campesionos y Agropccuarios
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(2) To improve the living standard of farmers practlClng Subsistence agriculture by

introducing Improved farmlng Practice and providing Irrigation and rural

infrastructures.

(3) To encotmgethe permanence of farmers intheir original1andby reinforcing lmgation

facilitiesand providingrural infrastructures.

(4) To create the working opportunities for jobless inhabitants in rural area by

implementation of the project.

(5) To earn or save foreign currency for (he Government by reducing the import of

agriculttml product.

Taking Into account Various conditions such as available water resources, degree of

deterioration of existlng facilities and farmers'eagerness to the rehabilitation, MACA has

taken up ''Taypi Chaka Irrigation and Rural Development Project''(theProject)with a net

lmgation area of about 3,200 ha as a pnorlty Project.

The Projectarea is located about 40 km northwes(from La Pal. Farmers of Aymara race

constructed a small rockfill dam with a height of abou( 8 m and length of about 60 m atthe

oudet of Lake Taypi Chaka to store lmgatio血water of about 20 million m3 in mid-1980, but

the danhas not been used due to fear of destruction of the dam embankment･ At present,

1mgation water is taken without stonng the water in the reservoir. The Xbullu Chacbi river

runnlng from the lake, which is used as a main canal, has serious leakage problem.

Therefore, 1mgation water is very short and the upgrading of such facilitiesis seriously

required･ For the implementation of the Project,a detailed study is needed to ascertain

economic and technical feasibilityof the Projectas well as to establish a concrete development

plan.

II. ･ OBJECTIVES OF TIIE STUDY

The objectivesof the Study are as払1lows:

1. To conduct a feasibility study on Taypi Chaka Irrigation and Rural Development

Project,consIStlng Of inigation, agncultural andrural development plans.
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2･ To assess the environmental adverse effects such as pollution of land and drainage

water pounng Into Lake Titicaca, and land slide around Lake Taypi Chaka, which may

resultfromthe use of agro-chemicals and fertilizers and the construction of a damat

the outlet of Lake Taypi Chaka, and to establish appropriate countermeasures for

environmen tal protection ･

3･ To conduct a technology transfer to the counterpart personnel of the Govemment of

Boliviainthe course of the S(udy･

ⅠⅠⅠ. STUDY AREA

The studyarea is located about 40 km northwest of La Pal, capital cityof Bolivia, coverlng a

gross imigation ama of 13,000 ha for irrigation, agncultural andrural development plans,and

a relevant catchment area of the water resource･ The location map is shown in Fig･
- 1･

ⅠⅤ. SCOPE OFⅥJORK

The Study will be conducted in the following Steps:

(1) Work-I

(2) Wo止- Ⅱ

(3) Wo止- ⅠⅠⅠ

(4) Wo止-Ⅳ

Preparation of topographic map by aerial photography

Data collection

Review of previous study and design

Field survey and investigation

lnventory survey of the existlng dam and imgation and

drainage facilities

Addidonal data collection

Additional field survey and investigation

Analysis of and s(udy on collected data

Establishment of basic development concept

Formuladon of optimum development plan

Preparation of fTeasibility study report

The technology transfTer to the counterpart personnel of the Bolivian Govemmentwill be made

throughWorks-II and III. The scope of work for the studyare as fわllows:
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1.

2.

Work-I

(1) To prepare a topographic map on a scale of 1:5,000 at a contour intervalof

O･5 m for the feasibility study by aerial photography, including ground

control work, aerialphoto shooting, mapping and map-drawing.

Work-TI

(1) To collect and review the existlng data and information relevant on the

fo1lowlng Items:

- Topography

- Meteorology and hydrology

- Geology and soil mechanics

- Soils

- Landuse andvegetador)

- Dam

- Irrigadon and drairlage

- Socialandruralinfrastructures

- Agriculture

- Agriculturalsupportlng System and institudon

- Agro-indusby

- Agro-economy and marketing

- Environment

-

/
Construction materials and uni( pnces

- NationalandreglOnal economy
)

- Nationaland regionaldevelopmen(plans relevant to agriculturalsector

(2) To reviewthe previous sttldy fわrthe existing dam , and itTigation and drainage

facilities.

(3) To carry out a field survey and investigation with an emphasis onthe

fo11owlng Items:

- Topographic survey for the dam and major Structure Sites, and canal route

suⅣey fbr一喝Or irrlgation and drainage canals
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- Meteo-hydrological investlgation for Lake Taypi Chaka,the relev?nt

catchmen( area, and irrigationarea

- Geological and soil mechanical investlgation mainly for the existing dam

site and Lake Taypi Chaka

- Soil, land use andland suitabilitysurvey

- ExistingTaypi Chaka

- Irrigationand drainage survey to collect data on water disbibution system,

ふater requlrement, Water management, etC.

- Social and rural infrastructure surv?y (road network, drinking water

- supply
facilities, elecb･icity supply facilities, storage facilities, etc.)

- Agricultural survey (present cropping pattern, yield, farming practices,

etc.)

- Agro-industry and agro-economic survey

- IrlStitution survey

-

Regionaleconomy and marketing survey

- Environmentalsurvey

-

Construction materials and cost survey

(4) To carry out an inventory survey of the existlng dam,and irrigation and

drainage facili(ies and to clarify present constraints for formulation of

upgrading plan with an emphasis on the fbllowlng ltemS:

- Type, dimen岳ion, fToundation condition and present function of the exIShng

dam

- Water distribution sys(em of the exis(1ng lmgation canals

- Type, dimension, present function and degrse of deterioration of the

exIStlng lmgation and drainage fhcilides

I Delineation of the irrigation area covered by the exIStlng皿gadon fTacilides

- Leakagefrom the exIS(1ng lmgation facilides

- Drainage condition

- Presentconstraints
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3. Work一打I

(I) To?arry out additional data collection, field surveyand investlgation,and

inventory survey required for the Study.

(2) To analyzeall the results obtained throughthe survey and investlgation forthe

formuladoJI Of basic development concept:

- Finaldelineation of the Projectarea

- Esdmation of available water resources atthe dam site

- Flood analysis fわrthe dam

- Preparationofa soil map

- Preparation ofa landcapabi)icy map

- Land‾useplannlng

- Waterbalance■s†udy at the dam site

- Establishment of an upgrading plan of the existing dam, and irrigationand

drainage facilities

I Formulation of irrigation and drainage development plan includingthe

upgrading plan fわrthe existing facilities

- Preliminary design for au the facilities

I Establishment of general concept for operation and maintenance of the

Projectfacilities

- Formulation of an agrlCultural development plan including the

establishment of most
･proFitable

cropplng pattemS and introducdon of
l

improved farming Practices

- Formulation of a rural､ development plan‾including upgrading of farm

roads, drinking water supply facilities, electnclty Supply facilitiesand agn-

product storage fTacilities

- Assessment of the environmental adverse effTects and study onthe

countenneasures agalnSt the adverse effects

- Establishment of an implementation plan and schedule fTorthe Project

- Benefit andcostestimate
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Economic evaluadon

(3) Tofomulatethe basic development concept of the Project.

4. Work-Ⅳ

(1) To fomulate an optlmum development plan consIStlng Of imgation,

agricultural and rural development plans based onthe results of field survey

and investlgation, and the study.

(2) To establish appropnate countermeasures fTorenvironmentalprotection tothe

adverse e飴cts caused by the implementation of the Project.

(3) To prepare a fTeasibility study report.

Ⅴ. REPORTS

The Japanese study team shall prepare and submit the fbllowlng reports in Spanish tothe

Govenlment Of Bolivia:

1. Inception Report

Thirty (30)copies in Spanishwithin (wo (2)mom(hs after commencement of Work II.

2. Progress Report

Thirty (30) copies in Spanish within six (6)months after commencement of Work-Il.

3. Interim Report

Thirty (30) copies in Spanish witllin eleven (11) months after commencement of

Work-II.

4. Draft Final Report

Thirty (30) copies in Spanishwithin fわurteen (14) months after commencement of

Work-ⅠⅠ.
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5. FinalRepor(

Fifty‾(50)copies within two (2) months after the receipt of the Government of

Bolivia-s com‾ments onthe Draft Final Report･

ⅤⅠ. STUDY SCHEDULE

A tentative work schedule is shown in Fig･
- 2･ The preparation of topographic map will

take six (6) months and the feasibility study will take fourteen (14) months. Allthe works

are scheduled to be finished within twenty two (22) months.

VII. tJNDERTAKING OF THE GOVERNMENT OF BOLIVIA

The Government of Bolivia (GOB) shall accord privileges, and other benefits to the Japanese

study team, and throughthe authorides concerned, take necessary measures to facilitatethe

sm∞血implementation of the Study.

1. GOB shall Tnake necessaryarrangements for the fbllowlng:

(1) To securethesafTetyofthe studyteam.

(2) Topermit the members of the Japanese s(udy team to enter, leave and so)'oum

in Bolivia for duration of their asslgnment therein, and exempt them &omalien

reglStration requlrem entS.

(3) To exempt the members of (he Japanese study team from taxes, duties and

others charges on equlPment, machinery and other materials brought into

Boliviaforthe implementation of the Study.

(4) To?xemptthe‾members of the Japanese study team from income tax andother
!

charges imposed on or in connectionwith any emolument orallowance paid to

the members of the Japanese study team for their services in connection with

tbe implementadon of the study.

(5) To provide necessary facilities to the Japanese study team for remittance as

-well
as utilization of funds introduced into Boliviafrom Japanin connection

with the implementadon of the Study.
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2.

(6) To provide medical services as needed. Its expenses will be chargeable onthe

members of the Japanese study teahl･

(7) To secure permission
_to
takeal1 data and documents (including mapsand

photographs) rela(ed to the Study ou( of Bolivia to Japanbythe study team.

GOB shall, a( itsown expense, provide the Japanese study teaJn Withthefollowing:

(1)

(2)

(3)

(4)

Available data and information rela(ed to (he Study.

Counterparts person net.

Suitable office space with necessary equlPment in MACA.

Credentials or identification cards.

3. GOBwi11 assist fわrthe Japanese study team to arrange accommodation.

4･ GOB shall provide necessary vehicles for the implementation of the Study･
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添付資料-7

TENTATⅣE TERMS OF REFERENCE

FOR

FEASIBmm STUDY

ON

FLORES IRRIGATION DEVELOPMENT PROJECT

Ⅰ. INTRODUCTION

Agriculture is the mainstay of Brazilianeconomy･ It contributes to about 10 % of gross

domestic product (GDP) and accounts for 40 % of totalexport amounts. About 30 % of

labor force isengagedinagriculturalsector.

AlthoughBra2il has a vast cultivablearea of about 5,500,000 km2 corresponding to about

65 % of the total territorialar-ea (8,511,965kn12), agriculturaldevelopment has not been

made to a satisfactory level･ Present cultivated land is only 752,500 km2 corresponding to

about 14 % of the totalcultivablearea,and irrigated land is estimated to be only 22,000 km2

or 4 % of the totalirrigable area of about 520,000kn2.

Brazil is divided into fiveareasfromthe viewpolnt Of geographicaland economic conditions,

that is, North Northeast, CentralWest, Southeast and Southareas. The present cultivated

land is concentrated inthe South, Southeast and Northeastareas, and most of the Northand

CentralWestareas remain undeveloped.

Theーfoodstuff production per caplta tends to decrease yearby year･ Yields of agricultural

cropsare comparatively low, because cropsare planted mostly under rain-托d conditionsand

agricultural techniques remain backward. The shortage of foodstuff production resulted in

rapid increase of food imports and has been one of the causes for the vicious inflation, from

whichthe country has been suffering.

Under such circumstances, the Government of Brazil launched a NationalDevelopment Plan

called the ”Plano Nacional de Desenvolvimento da Nova Republica川 wi血an emphasis on

development of agriculturalsector. The specific objectivesof the
Plan are as summarized

below:

(1) To increase agriculturalproducts to cope withthe increasing food demand resulting

fromthe population increase.
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(2) To save foreign currency forthe Govemment by reducingthe import of agricultural

products.

(3) To create employment opportunities for jobless inhabitants inrural areas by

implementatiQn Ofthe agriculturalproJeCtS･

(4)ナo improvethe living standard of famers by increaslng agriculturalproductivity and

providingruralinfrastructures.

(5) To improvethe socialand economic dispimities betweenruralandurban amas.

(6) To encourage farmers to continue cultivation in their original land by providing

irrigation facilitiesandruralinfrastructures,andthereby to restminthe increase of

urban population.

In order to achieve the above objectives,theGovernment of Brazil started a comprehensive

development programinagriculturalsector (”PRONI”),aimed mainly at expanding irrigation

areas by about 3 million ha by 1990 for increase of crop yieldsand productions. In line with

the above planand program,the State of Goias has taken up ”Flores hgation Development

Project(theProject)”,whose implementation was long desired by farmers inandaround the

Projectarea.

The Projectarea witha gross lmgationarea of about 20,000 ha is l∝ated about 165 km

northeast of Brasilia, the capital of Brazn and extends inthe Cerrad area of CentralWest. In

this ama,infrastructures such as roads, electnclty, etC･ am not yet developed atal1andthis has

accelerated concentration of populationinurbanareas, especially inandaround Brasilia･ In

order to improve these unfavorable conditions as well as to increase the foodstuff pr∝luction,

overall agricultural developments including lrrlgation development and provision of

infrastructuresare urgently required in thearea. Prior tothe implementation of the Project,a

detailed study is needed to ascertmieconomicand technicalviability of the Projectas well as

to establish a concrete development plan･
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II. OBJECTIVES OF THE STUDY

The
ot)jectivesof the Study are as fTollows:

1
･ To conduct a feasibility study on the Flores Imigation Development Projectfor the

formulation ofanoptlmum plan for imigation, agri■culturalandruraldevelopment･

2
･
To assess environmentaladverse effects of the Projectsuch as pollution of land and
drainage water pounng lntOthe Paranariver,and land slidearound a dam reservoir,

which may result &omthe use of agro-chemicalsand fer瓜izersandthe construction of

a dam,and to establish appropnate countermeasures for environmentalprotection.

3. To coJlduc【 a techology trar)sfer to the coun(erpart personnel of the Govemment of

Brazilinthe course of the Study.

ⅠⅠⅠ. STUDY AREA

The study aJea is located about 165 km northeas( ofBmsilia, capi【alcity ofBrazil, covering a

gross lmgation area of 20,000 haand a relevant catchment areas of the water resources. The

location map is shown in Fig･
- 1･

IV. SCOPE OF WORK

The Study will be conductedin the following Steps:

(1) Wo止-Ⅰ

(2) Work-II

(3) Wo政一ⅡⅠ

Preparation of topographic maps by aerialphotography

Data collecdon

Review of previous studiesand designs

Field surveyand investlgations

hventory s町Vey On dams, -gation and drainage facilides in

adjacentexisting lmgation projects.

Addidonaldata collection

Addi丘onalfield suⅣey andinvestlgations

Analysis and study on collected data

Establishrnent of basic development concepts
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(4) W血Ⅳ Formula丘on ofanoptmum development plan

P陀Paration of a feasibility study report

The technology transfer tothe counterpart personnel of the Brazilian Government will be

madethroughWorks-Ⅱand III･ The scope of workforthe respective steps a陀aSfo11ows:

1. Work-I

(l) To prepare a topographic map at a scale of 1:5,000 with a contour interval of

O･5 m by aerialphotography, including ground control work, aerialphoto

shootlng, mapping and map-drawing.

2. Work-Ⅱ

(1) To collectandreviewthe exis血g dataand information onthe following Items:

- Topography

- Meteorologyand hydrology

- Geology and soil mechanics

- Soils

- Landuseandvegetation

- Dam

- hTigadon and drainags

- Socialandruralinfrastructu托S

- Agriculture

- Agriculturalsupportlng SyStemand institution

- Agro-indus吋

- Agro-economyand marketing

- Environment

- Construction materialsand umitpnces

- NationalandreglOnal economy

- Nationaland
regionaldevelopmentplans relevant to agriculturalsector

(2) To review previous studies and designs on dams, irrigation and drainage

facilities.
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(3) To carry out a field survey and investlgation withan emphasis onthe

fTollowing Items :

- Topographic survey for the proposed damand major Structure Sites,and

canalroute survey for proposed major -gationand dminage canals

- Meteo-by血ological investlgations fわr irrlgation areas and relevant

catchment areas

- GeologicalaLldsoil mechanicalinvestlgations mainlyforthe proposed dam

sitesand major lmgationand dminage structuns

- Soil, land useand land suitability stmey

-･ Imigation and drainage survey to collect data on water distribution

SyStemS, Water requlrementS, Water management, etC.

- Social and rural infrastructure survey (road networks, drinking water

supply facilities, elec山city supply facilities, storage facilities, etc.)

- Agriculturalsurvey (present cropping patterns, yields, farming practices,

etc.)

- Agro-indusけyand agro-economic survey

- Institution survey

- Regionaleconomyand markedng survey

- Environmentalsurvey

- Construction materialsand cost survey

(4) To carry outaninventory survey onthe dams, irrigation and dminage facilitiesin

adjacentexIStlng lmgation projects
- Types and present functions of dams, irrigation and drainage facilities

- Water dis由bution systems and conditions of irrigation canals

- Drainage systems and conditions

一 打esent constmints of irrigation and drainage facilides

3. Work-III

(1) To carry out additionaldata collection, field survey and inveshgations required

for the Study.
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(2) To analyzeallthe results obtainedthroughthe surveyand investigations for

the formulation of basic development concepts:

- Finaldelineation of the irriga丘onareas

- Estimation of available water resources atthe damsites

- Floodanalysisforthedams

- Preparation ofa soil map

- Preparation ofaland capability map

- Landuseplannlng

- Waterbalance study atthedamsites

- Establishment of an upgrading planof the existing dams,and irrigation

and dminage facilities

- Formulation ofanirrigationand drainage development plan

- Preliminary designs for allthe facilities

- Establishment of a generalconcept fわr operationand maintenance of the

flojectfTacilities

- Formulation ofanagriculturaldevelopment planincluding establishment of

most profitable cropping Patterns and introduction of improved famlng

pr∝dces

- Fomulation of a rural development plan including upgrading of fm

roads, drinking water supply facilities,electnclty Supply facilitiesand agn-

product storage facilides

- Assessment of environmental adverse effects and study on the

countermeasures agalnStthe adverse effects

I Establislment ofanimplementation planand schedule fbrthe Project

- Benefitand cost estimate

-
, Economic evaluation

(3) Toformulate a basic development concept of the Project.
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4. Work-IV

(1) To fbmulate an optlmum development plan consistlng Of imgation,

agricultural･andruraldevelopment plans■based onthe托Sults of field survey

and investlgations,andthe study.

('2) To establish appropnate countehneasuresfor environmentalprotection to the

adverse effects which may be caused bythe implementation of the Project.

(3) To prepare a fTeasibility study report.

Ⅴ. REPORTS

The Japanese study teamshall prepare and submit the followlng.reports in Portuguese tothe

Govemment of Brazil:

1. Inception Report

Thirty (30) copies in Portuguese within two (2) months after commencement of Work

II.

2. Progress Report

Thirty (30) copies in Portuguese within eight (8) months after commencement of

Work-ⅠⅠ.

3.

4.

Interim Report

Thirty (30) copies in Portuguese within thirteen (13) months after commencement. of

Work-II.

Draft FinalReport

Thirty (30) copies in Portuguese within sixteen (16) months after commencement of

Work-ⅠⅠ.
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5. Final Report

Fifty (50) copies within two (2)months after the receipt of the Govemment of Brazil-s

comments onthe Draft FinalReport.

ⅤⅠ. STUDY SCHEDULE

A tentative work schedule is shown in Fig･
- 2･ Preparation of topographic maps will take

six (6) mohths andthe feasibility study will take sixteen (16) months･Al1the works. are

scheduled to be finished within twenty four (24) months.

VII. UNDERTAKING OF TfIE GOVERNMENT OF BRAZIL

The Government of Brazil (GOB) shall accord privileges,and other benefits to the Japanese

study team,and throughthe authorities concerned, take necessary measures to facilitate the

smooth implementation bfthe Study.

1 ･ GOB shall make necessary arrangements fbrthefollowlng:

(1) To securethe safety of the Japanese study team.

(2) To permit the members of the Japanese study teamto enter, 1eaveand sojourn
in Brazil for duration of their asslgnmenttherein, and exempt themfromalien

reglStration requlrementS.

(3) To exemptthe members of the Japanese study team from taxes, dutiesand

others charges on equlPment, machinery and other materials brought into

Brazil forthe implementation of the Study.

(4)- To exemptthe members of the Japanese study team丘om income tax and other

charges imposed on or in connection withany emolument orallowance paid to

tbe members of the Japanese study team f♭rtheir seⅣices in connection with

the implementation of the Study.
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2.

3.

4.

(5) To provide necessary facilities tothe Japanese study team for remittance as

well as utilization of funds introduced into Brazil from Japan in connection

with the implementation of the Study.

(6) To provide medicalservices as needed･ Its expenses will be chargeable onthe

members of the Japanese s(udy team.

(7) To secure permission to takeall data and documents (including maps and

photographs) related tothe Study out of Brazil to Japanbythe study team.

GOB shall, at its owne文pense, providethe Japanese study team withthefollowlng:

(1)

(2)

(3)

(4)

Available data and infTormation related tothe Study.

Counterparts personnel.

Suitable office spacewithnecessary equlPmentinGED.

Credentials or identification cards.

GOBwill assist fわrthe Japanese study team to arrange accommodation.

GOB shall provide necessary vehicles forthe implementation of the Study.
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Fig.-1 LOCAT10N_ MAP
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Fig. I 2 TENTATIVE WORK SCHEDULE
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准敵地区
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